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平成２０年度 北島町一般会計予算

総務課長 北 島 孝 昭

平成２０年度北島町一般会計予算の概要についてお知らせいたします。

本年度は、総額６２億５００万円（前年度比１５．８％増）となっています。
その概要について身近に感じていただくため、一般の家計に置き換えてみました。

歳 入

歳入の基盤となる町税は微増しており
ますが、自主財源の構成比としては前年
度より４．７％の減少となっております。
依存財源では、平成１６年度以降地方交付
税の大幅削減などにより減少が続いてお
りますが、今年度「地方再生対策債」が
創設されることにより普通交付税の増加
を見込んでおります。
今年度も全事業・全経費の見直し、業

務の効率化に努めておりますが、基金の
取崩しを余儀なくされています。

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
旧
ビ
ル
マ
）
で
は
、

サ
イ
ク
ロ
ン
が
大
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
な

ど
直
撃
し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

ま
た
、
中
国
四
川
省
で
は
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
八
・
〇
の
強
い
地
震
が
発
生

し
大
災
害
と
な
っ
た
。

両
国
と
も
、
災
害
状
況
が
判
明
す

る
に
し
た
が
っ
て
驚
く
べ
き
様
子
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
軍
政
は
外
国
か
ら

の
救
援
を
一
切
受
け
入
れ
ず
、
数
日

後
に
は
新
憲
法
案
の
国
民
投
票
を
実

施
す
る
な
ど
、
十
万
を
越
す
と
言
わ

れ
る
被
災
者
を
無
視
し
た
軍
政
の
行

為
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

先
日
、
国
連
事
務
総
長
が
軍
政
を

説
得
し
、
全
て
の
援
助
要
員
を
受
け

入
れ
る
事
に
な
っ
た
。
一
日
も
早
い

被
災
者
の
救
援
を
願
い
た
い
。

ま
た
、
中
国
四
川
省
の
震
災
で
は

学
校
の
倒
壊
で
、
同
省
だ
け
で
七
千

人
を
超
す
程
の
多
く
の
生
徒
や
先
生

方
が
犠
牲
に
な
っ
た
事
は
大
変
残
念

な
事
で
あ
る
。
そ
し
て
一
人
っ
子
政

策
の
中
で
、
そ
の
家
族
の
心
情
た
る

や
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

中
国
同
様
、
地
震
大
国
で
あ
る
日

本
も
学
校
の
耐
震
化
は
ほ
と
ん
ど
進

ん
で
い
な
い
。
地
方
財
政
が
逼
迫
す

る
中
で
国
の
補
助
率
引
き
上
げ
は
有

り
難
い
が
、
や
は
り
首
長
さ
ん
の
裁

量
で
耐
震
改
修
率
は
上
が
る
の
で
あ

る
。

北島町平成２０年度一般会計予算

歳入

町税・使用料など ３１億６，０８６万５千円

国・県支出金・交付税など １６億２，２８３万１千円

前年度繰越金 ２億８，０００万円

町債 ７億１，８９０万円

基金繰入金 ４億２，２４０万４千円

歳入 計 ６２億５００万円

家計に置き換えた場合

収入

月収（給料など） ３１万６千円

親などからの支援 １６万３千円

前月からの繰越金 ２万８千円

ローン借入 ７万２千円

預貯金の取り崩し ４万２千円

収入 計 ６２万１千円

（昨年）

先月の収入

３１万５千円

１４万５千円

１万７千円

３万１千円

２万８千円

５３万６千円

（２）町報２００８．６



歳 出

全体的な経費の見直しにより、各経費の削減
に努めました。人件費・扶助費・公債費からな
る義務的経費は、前年度より約８％の減少とな
り、上昇傾向にあった扶助費も約４％の減少と
なっています。また、公共施設の耐震改修工事
や中学校校舎改築工事などにより普通建設事業
が増加し、投資的経費は前年度より８．８億円余
り増加しています。
その他の経費は、後期高齢者医療会計の開始

に伴い補助費等が増加しましたが、構成比とし
ては５．２％の減少となっています。

北北
島島
中中
学学
校校
校校
舎舎
改改
築築
事事
業業

北北
島島
町町
教教
育育
委委
員員
会会

日
頃
は
町
教
育
行
政
に
格
段
の
ご

配
慮
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
現
在
北
島
町
で
は
、
北
島
中

学
校
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
う
校
舎
の

全
面
改
築
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
本
体
工
事
は
来
年
度
以

降
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
先
立
ち
本
年
度
は
一
部
既
存
校
舎

の
解
体
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

そ
こ
で
校
舎
解
体
に
よ
り
不
足
す

る
教
室
数
を
補
う
た
め
、
七
月
よ
り

仮
設
校
舎
の
建
築
に
と
り
か
か
る
予

定
（
状
況
に
よ
り
時
期
が
ず
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
）
で
す
。

工
事
期
間
中
は
町
民
の
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
何

卒
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

北島町平成２０年度一般会計予算

歳出

人件費 １０億７，８５７万円

物件費 １２億２，８７４万９千円

扶助費 ７億９，０５３万１千円

繰出金 ３億４，５１９万９千円

普通建設事業費・
維持補修費 １４億８，２５５万２千円

補助費等 ５億９，２１２万６千円

積立金 ５８５万円

公債費 ６億３，８９６万７千円

予備費 ４，２４５万６千円

歳出 計 ６２億５００万円

家計に置き換えた場合

支出

食費など生活費 １０万８千円

光熱水費など居住費 １２万３千円

医療費・保険料など ７万９千円

別生計家族への仕送り ３万５千円

自宅の増改築・
修繕費 １４万８千円

教養・娯楽費 ５万９千円

貯金 １千円

ローンの返済 ６万４千円

予備費 ４千円

支出 計 ６２万１千円

（昨年）

先月の支出

１１万２千円

１２万６千円

８万２千円

４万円

６万円

４万８千円

１千円

６万４千円

３千円

５３万６千円

（３） 町報２００８．６
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平平
成成
二二
十十
年年
度度

敬敬
老老
祝祝
いい
金金
をを
支支
給給

敬
老
祝
い
金
は
、
平
成
二
十
年
一

月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
北
島
町
内

に
引
き
続
き
一
年
以
上
居
住
さ
れ
て

い
る
次
の
対
象
年
齢
（
生
年
月
日
）

の
方
が
支
給
の
条
件
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
の
方
に
は
、
個
人
通
知
を

送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

同
封
の
申
請
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
支
給
金
額
・
支
給
対
象
年
齢

（
生
年
月
日
）

満
年
齢
七
十
七
歳

七
千
円

昭
和
五
年
一
月
二
日
〜

昭
和
六
年
一
月
一
日
生
ま
れ
の
方

満
年
齢
八
十
八
歳

一
万
円

大
正
八
年
一
月
二
日
〜

大
正
九
年
一
月
一
日
生
ま
れ
の
方

満
年
齢
九
十
九
歳

五
万
円

明
治
四
十
一
年
一
月
二
日
〜

明
治
四
十
二
年
一
月
一
日
生
ま
れ

の
方

満
年
齢
百
歳
以
上

十
万
円

明
治
四
十
一
年
一
月
一
日
以
前
生

ま
れ
の
方

②
申
請
場
所

北
島
町
役
場

二
階

民
生
児
童
課

③
申
請
締
切
日

平
成
二
十
年
六
月
三
十
日
�
ま
で

に
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

締
切
日
ま
で
に
提
出
で
き
な
い
場

合
に
つ
い
て
は
、
提
出
日
ま
で
に

民
生
児
童
課
（
�
六
九
八
・
九
八

〇
二
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

④
支
給
日

平
成
二
十
年
八
月
八

日
�
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

（
申
請
及
び
連
絡
が

な
い
場
合
は
支
給
が

出
来
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
）

平平
成成
二二
十十
年年
度度

生生
涯涯
学学
習習
講講
座座
受受
講講
生生
募募
集集

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

「
何
か
を
は
じ
め
た
い
」
と
い
う

あ
な
た
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
講
座
「
は
じ
め
て
の
藍
染
」

町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

「
阿
波
藍
長
板
中
形
染
」
を
あ
な
た

も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼
七
月
十
一
日
〜
毎
週
金
曜
日

十
時
〜
十
二
時
（
全
八
回
）

場
所
▼
庁
舎

五
階
第
一
会
議
室
及

び
藍
染
工
芸
館

会
費
▼
八
千
円
（
材
料
費
込
）

※
申
込
の
締
切
は
六
月
三
十
日
�
、

定
員
十
名
で
す
。

※
申
込
書
は
、
教
育
委

員
会
事
務
局
（
役
場
四

階
）
で
準
備
・
配
布
し

て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
北

島
町
教
育
委
員
会
事
務

局
（
�
六
九
八
・
九
八

一
二
）
ま
で
。

北
島
町
生
涯
学
習
推

進
会
議

北
島
町
教
育
委
員
会

お

知

ら

せ

『
毎
月
２０
日
は
あ
い
さ
つ
運
動
の
日
』
で
す
。

６
月
の「
あ
い
さ
つ
運
動
」は
６
月
２０
日
�
に
行
い
ま
す
。

散
歩
や
水
や
り
を
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
時
間
に
合

わ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

笑
顔
で「
あ
い
さ
つ
」つ
な
が
る
地
域
の
子
ど
も
と
大
人

北
島
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

≪ ご み ニ ュ ー ス ≫

緊急のお願い！ ご協力ください！

北島町清掃センターでは、６月下旬より７月下旬にかけてごみ焼却施設の定期
点検を行います。
この期間、ごみの焼却を一時的に停止、あるいは、全面的に停止し焼却炉をは
じめとするすべての機器の点検を行い、今後の施設の補修計画を策定します。
この期間中もごみ収集には何ら支障はございませんが、収集した「燃やせるご
みの処理や保管」に腐心します。つきましては、昨年の補修工事の際にもご協力
をお願い致しましたように、今回も同様に「燃やせるごみの減量」にご協力いた
だきますようお願い申しあげます。
①生ごみなど「保管しにくいごみ」はできるだけ発生を抑え減量化したり、堆肥
化処理を行ってください。
②木切れなどの「保管できるごみ」は、この期間中できるだけ保管してください。
③新聞・段ボール以外の「リサイクルできる雑紙類」は、第４水曜日の雑誌の日
に出してください。

今月のごみ対策啓発優秀ポスター

北島小 森 友里乃

“可燃ごみ、プラスチックの減量・分別・再資源化”にご協力をお願いします。

①可燃ごみの月別収集量
５月
385t
?t

４月
350t
350t

増減なし

３月
345t
331t

14t減

平成１９年
平成２０年

増減量

②プラスチック容器・包装類の月別収集量
５月
47t

67.4%
?t
?%

４月
43t

65.5%
37t

78.3%

12.5%増

３月
43t

69.9%
39t

65.9%

4.0%減

平成１９年
再資源化率（％）
平成２０年

再資源化率（％）

再資源化率の増減

（４）町報２００８．６



児 童 手 当 の ご あ ん な い

児童手当は、こどもがすこやかに育つよう、児童を養育している家庭に対して手当を支給する制度です。
出生後、すみやかに請求してください。

☆対 象

・小学校修了前までのこどもを養育している方。
・父母のうち、所得が恒常的に高い方が受給者となります。

☆支給額

・３歳未満の児童一律 １０，０００円（月額）
・３歳以上の児童

第１子 ５，０００円（月額）
第２子 ５，０００円（月額）
第３子以降 １０，０００円（月額）

☆続けて手当を受ける場合

児童手当を受けている方は、毎年６月に「現況届」を提出しなければなりません。この届は、毎年６月１日に
おける状況を記載し、児童手当等を引き続き受ける要件があるかどうかを確認するためのものです。
この届の提出がないと、６月分以降の手当が受けられなくなります。

☆支払時期

原則として、毎年２月、６月、１０月に、それぞれの前月分までが支給されます。
☆注意点

○手当を受けるためには必ず請求が必要です。
○原則として請求した翌月から支給されます。
出生日が月末の場合、出生日の翌日から１５日以内に請求すれば、出生の翌月からの支給となります。
請求した月以前にさかのぼって手当を支給することはありませんので、なるべき早く請求にお越しください。

○所得制限があります。
○日本国籍以外の場合でも、外国人登録をして在留資格があれば、原則として対象となります。

問い合わせ先 北島町民生児童課（�６９８―９８０２）

平成２０年度新
緑
薫
る
す
が
す
が
し
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
、
会
員

の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
に
て
、
ご

活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま

す
。
平
素
は
文
化
協
会
の
事
業
全
般

に
わ
た
り
ご
指
導
ご
支
援
を
い
た
だ

き
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

総
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
勢
の

皆
様
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
議

案
審
議
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十

九
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

報
告
も
無
事
承
認
い
た
だ
き
、
役
員

改
選
の
議
案
上
程
に
入
り
ま
し
て
は

再
度
会
長
に
推
薦
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
が
、
老
骨
に

鞭
打
ち
ま
し
て
頑
張
り
た
く
存
じ
ま

す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

北
島
町
文
化
協
会
は
今
年
で
設
立

二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
の
相

互
の
信
頼
と
熱
心
な
活
動
力
の
賜
物

で
す
。
今
期
を
節
目
と
し
、
北
島
町

文
化
の
向
上
、
創
造
発
展
に
寄
与
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
文
化
協
会
に

対
し
ま
し
て
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
役
員
】

顧

問

山
田

昌
弘

顧

問

伊
勢

政
二

顧

問

眞
島

豪
之

顧

問

岩
佐

幸
昌

顧

問

安
房
田
健
太
郎

顧

問

天
野

永
子

会

長

夷
谷
清
三
郎

副
会
長

木
虎

貢

副
会
長

日
浅

正
子

会

計

西

紀
美
代

事
務
局
長

岡
田

和
子

監

事

池
田

滋

監

事

山
本

和
子

運
営
委
員

梶
本

敏
江

運
営
委
員

河
野
喜
代
子

運
営
委
員

山
本

禎
子

運
営
委
員

前
田
貴
美
江

運
営
委
員

福
永

好
宏

運
営
委
員

三
浦

玄
子

運
営
委
員

林

恵
子

運
営
委
員

山
田

良
江

【
主
な
行
事
】

四
月

理
事
会
・
総
会

九
月

二
十
周
年
記
念
事
業

十
月

文
化
祭

十
一
月

芸
能
大
会

二
月

生
涯
学
習
成
果
発
表
会

三
月

視
察
研
修
及
び
反
省
会

現
在
、
五
十
団
体
、
会
員
の
べ
四

十
九
人
が
積
極
的
に
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

文
化
協
会
総
会
盛
大
に
開
催

会

長

夷

谷

清
三
郎

（５） 町報２００８．６



平成２０年５月から社会保険事務所の窓口での
現金（保険料）領収を廃止しました

年金記録問題につきまして、皆様には大変なご迷惑とご心配をおかけし、深くお詫び申し上げます。
社会保険庁におきましては、コンビニ納付やクレジットカード納付の導入など、収めやすい環境づくりに取り組み、
下記のように納付方法の多様化も進んでまいりました。
今般、これらの納付方法による納付を促進するとともに、不適切な取扱いの再発防止策の一環として、平成２０年５
月から、原則として社会保険事務所の窓口における国民年金保険料の現金領収を廃止することといたしました。
今後の国民年金保険料の納付につきましては、つぎの方法により納付していただきますよう、ご理解とご協力をよ

ろしくお願いいたします。

①国民年金保険料納付書による納付
〈納付場所〉 ○全国の銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫、農協・漁協等の金融機関

○郵便局 ○コンビニエンスストア
②口座振替による納付
〈申込手続きを行う窓口〉 ○全国の銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫、農協・漁協等の金融機関

○郵便局 ○社会保険事務所
③クレジットカードによる納付
〈申込手続きを行う窓口〉 ○社会保険事務所
※ご利用につきましては、社会保険事務所にお尋ねください。

④電子納付（Pay－easy）が利用できます。
国民年金の納付書は、Pay－easy（ペイジー）対応のＡＴＭ、インターネットバング等を利用して納付することがで

きます。Pay－easy（ペイジー）がご利用いただけるかどうかは、納付の際にご利用金融機関にお問い合わせ下さい。

平成２０年６月における休日開庁等について
■休日における年金相談の受付
実施日 ６月 １４日・２１日・２２日 受付時間 午前９時３０分～午後４時

■平日における年金相談の受付（時間延長）
実施日 月曜日から金曜日（祝日を除く） 受付時間 午前８時３０分～午後７時
※年金相談に際しては、年金手帳・年金証書などをご持参下さい。
なお、代理の方の場合は、本人の署名・捺印のある委任状が必要です。

（６）町報２００８．６



生ごみ処理機・処理容器の補助制度
北島町では、家庭から出る生ごみを減量するために「生ごみ減量化製品」を購入・設置される方に購入費

用の一部を補助しています。
ぜひご利用ください。

◆詳しくは町生活産業課までお問い合わせください。 �０８８―６９８―９８０６

補助の内容

【補助金額】
購入金額の２分の１とし、２
万円を上限とする。

【対象機種】
機種の指定はなく、町内の取
扱店であれば、どこで購入い
ただいてもかまいません。

【補助金額】
購入金額の２分の１とし、３
千円を上限とする。

【補助基数】
１世帯につき、同一年度内に
３基まで

【対象機種】
機種の指定はなく、町内の取
扱店であれば、どこで購入い
ただいてもかまいません。

特 徴

生ごみを簡単に乾燥・減量化
できます。室内に設置でき、
匂いも気になりません。

“利用者の声”（アンケート調
査結果より）
Ｑ電気式生ごみ処理機の減量
効果をどう思いますか？

微生物の分解により、生ごみ
を堆肥化します。畑がある方
なら設置でき、電気代がかか
りません。

密閉式容器の中で生ごみとＥ
Ｍボカシを混合、発酵させる
ことにより、有機肥料ができ
ます。畑がなくても使え、電
気代もかかりません。（ＥＭ
とは、環境を良くし、動植物
の細胞を活性化する働きを持
つ酵素や生成物を作り出す有
用微生物のことです）
※ＥＭを活用して良質の生ご
み堆肥を作り、家庭菜園作り
を進める「北島ＥＭの会」も
発足しております。

名 称

電気式生ごみ処理機

コ ン ポ ス ト 容 器

密閉式生ごみ処理器
（マジックボックス）

種 類

（７） 町報２００８．６



健
や
か
な
か
ら
だ
づ
く
り

回
覧
も
併
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い

●
が
ん
検
診
・
骨
密
度
検
診
・

肝
炎
検
診
を
う
け
よ
う

８
０
２
０
推
進
運
動

『
よ
い
歯
の
高
齢
者
』
の
募
集

北
島
町
乳
幼
児
等

は
ぐ
く
み
医
療
助
成
制
度
の

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

が
ん
検
診
・
肝
炎
検
査
・
骨
密
度

検
診
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
、
皆
様
の
健

康
の
た
め
受
診
を
お
勧
め
い
た
し
ま

す
。
対
象
者
の
方
に
は
、
青
色
の
受

診
券
を
送
付
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
必
ず
受
診
券
を
お
持
ち
に

な
っ
て
お
受
け
く
だ
さ
い
。
実
施
期

間
は
六
月
二
日
〜
十
月
三
十
一
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
個
別
検
診

胃
が
ん
検
診

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
予
約
必
要

（
ご
案
内
等
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
実
施
医
療
機
関
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

（
�
六
九
八
―
八
九
〇
九
）

対
象

今
年
度
四
十
歳
以
上
で
北
島

町
に
住
民
票
が
あ
る
方

料
金

千
円

大
腸
が
ん
検
診

対
象

今
年
度
四
十
歳
以
上
で
北
島

町
に
住
民
票
が
あ
る
方

料
金

五
百
円

前
立
腺
が
ん
検
診

対
象

今
年
度
五
十
歳
〜
六
十
九
歳

に
な
ら
れ
る
方
で
北
島
町
に
住
民
票

が
あ
る
方

料
金

五
百
円

肝
炎
検
査

対
象

今
年
度
四
十
歳
に
な
ら
れ
る

北
島
町
に
住
民
票
が
あ
る
方

料
金

無
料

骨
密
度
検
診

実
施
医
療
機
関

高
田
整
形
外
科
病

院
・
堀
口
整
形
外
科
・
吉
野
川
病
院

対
象

今
年
度
四
十
歳
〜
七
十
歳
に

な
ら
れ
る
北
島
町
に
住
民
票
が
あ
る

女
性

料
金

五
百
円

子
宮
が
ん
検
診

対
象

今
年
度
二
十
歳
以
上
の
女
性

で
北
島
町
に
住
民
票
が
あ
る
方

料
金

頸
が
ん
検
診

六
百
円

頸
が
ん
・
体
が
ん
検
診

千

五
百
円

※
な
お
、
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い
て

は
来
年
の
二
月
末
ま
で
が
実
施
期
間

で
す
。

○
集
団
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

二
年
に
一
回
の
受
診
で
す
。
昨
年

受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。
ご
希
望

の
方
は
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
（
�
六

九
八
―
八
九
〇
九
）
へ
ご
予
約
下
さ

い
。

日
時

平
成
二
十
年
七
月
十
六
日
�

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
二
時

場
所

北
島
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対
象

昨
年
度
受
診
し
て
い
な
い
今

年
度
四
十
歳
以
上
の
女
性
で
北
島
町

に
住
民
票
が
あ
る
方

料
金

千
円

※
な
お
、
都
合
上
、
定
員
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
日
程
で
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

子
宮
が
ん
検
診

二
十
歳
以
上
の
女
性
で
二
年
に
一

回
の
受
診
で
す
。

※
問
診
、
視
診
、
子
宮
頚
部
の
細
胞

診
と
な
り
ま
す
。

日
時

平
成
二
十
年
七
月
十
六
日
�

午
後
一
時
〜
午
後
２
時

場
所

北
島
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

料
金

六
百
円

ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（
�
六
九
八
―
八
九
〇
九
）

子
供
の
頃
か
ら
生
涯
を
通
じ
て
歯

の
健
康
を
意
識
し
、
八
十
歳
に
な
っ

て
も
自
分
の
歯
を
二
十
本
以
上
保
と

う
と
い
う
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ

イ
マ
ル
）
運
動
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま

す
。
徳
島
県
歯
科
医
師
会
に
お
き
ま

し
て
も
、
こ
の
運
動
を
推
進
す
る
た

め
『
よ
い
歯
の
高
齢
者
』
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

○
対
象
及
び
選
考
基
準
（
過
去
に
受

診
さ
れ
た
方
は
対
象
外
で
す
）

県
内
在
住
の
八
十
歳
以
上
（
昭
和

四
年
三
月
三
十
一
日
生
ま
れ
ま
で
）

で
、
ご
自
身
の
歯
を
二
十
本
以
上
お

持
ち
の
方
（
入
れ
歯
以
外
）
で
、
日

常
生
活
に
支
障
の
な
い
程
度
、
身
体

も
健
康
な
方

こ
の
条
件
を
満
た
す
と
思
わ
れ
る

方
は
、
徳
島
県
歯
科
医
師
会
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
『
よ
い
歯
の
高
齢
者

歯
科
検
診
票
』
を
お
送
り
し
ま
す
。

締
切
は
平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日

�
ま
で
と
し
ま
す
。

徳
島
県
歯
科
医
師
会

�
六
三
一
―
三
九
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
六
三
一
―
四
一
七
九

平
成
二
十
年
度
の
北
島
町
乳
幼
児

等
は
ぐ
く
み
医
療
助
成
制
度
の
該
当

乳
幼
児
等
に
は
、
現
況
票
（
薄
緑
色

の
用
紙
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の

現
況
票
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
次

の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
は
、
必
ず
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
場
所

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
�
六
九
八
―
八
九
〇
九
）

※
受
付
締
切
期
日

平
成
二
十
年
六
月
十
三
日
�

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり

放
送
大
学
で
は
平
成
二
十
年
度

第
二
学
期
（
十
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史

・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間
は
八
月
三
十
一
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
徳
島

学
習
セ
ン
タ
ー
（
�
〇
八
八
・
六

〇
二
・
〇
一
五
一
）
ま
で
ご
請
求

く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

放
送
大
学
１０
月
生

募
集
の
お
知
ら
せ

持参するもの

・現況票
・乳幼児医療費受給者証
・印 鑑

・現況票
・乳幼児医療費受給者証
・印 鑑
・健康保険証

・現況票
・乳幼児医療費受給者証
・印 鑑
・平成２０年度所得課税証
明書又は平成１９年中分
の源泉徴収票

事 項

住所・氏名に変更がある。

保険証に変更がある。

平成２０年１月１日現在、
被保険者が北島町に住民
票をおいていない。

（８）町報２００８．６



北北島島町町ふふれれああいい総総合合相相談談セセンンタターー ７７・・８８月月 日日程程表表

注：法律相談は、予約制の相談時間は２０分です。
法律相談・外国人相談は、予約制です。事前に社会福祉協議会（�６９８―８９１０）までご連絡ください。

※ 保健相談は、毎週月～金曜日（午前８時３０分～午後５時まで）北島町保健相談センターで実施しております。
※ 介護相談は、毎週月～金曜日（午前８時３０分～午後５時まで）北島町在宅サービスセンター・北島町地域包括支援センターで実施
しております。

裁
判
所
サ
マ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す

実
施
要
領

一
、
名
称

「
裁
判
所
サ
マ
ー
ツ
ア
ー
２
０

０
８

―
裁
判
っ
て
�

法
廷
っ

て
…
？

自
分
の
目
で
、
見
て
み

ま
せ
ん
か
�
―
」

二
、
実
施
機
関

徳
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所

三
、
趣
旨

小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
、

模
擬
裁
判
や
裁
判
官
と
の
質
疑
応

答
を
実
施
し
て
、
裁
判
所
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

夏
休
み
の
自
由
研
究
等
に
も
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ま
た
、
裁
判
員
制
度
の
広
報
の
時

間
を
設
け
、
同
制
度
を
理
解
し
て

も
ら
う
。

四
、
実
施
期
間

８
月
１１
日
�
午
後
１
時
３０
分
か

ら
午
後
４
時
３０
分
ま
で

五
、
対
象
者
及
び
定
員

小
学
５
・
６
年
生
５０
人
、
保
護

者
の
同
伴
も
認
め
る
。
（
保
護
者

含
め
１００
名
程
度
）

六
、
実
施
場
所

徳
島
地
方
裁
判
所
３
階
８
号
法

廷
、
会
議
室

七
、
行
事
内
容

�
模
擬
裁
判

模
擬
刑
事
裁
判
を
演
じ
、
裁
判

手
続
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら

う
。

な
お
、
模
擬
裁
判
で
は
、
参
加

者
に
シ
ナ
リ
オ
を
配
布
し
、
裁

判
官
、
検
察
官
、
弁
護
人
の
各

役
を
実
演
し
て
も
ら
う
。

�
裁
判
官
へ
の
質
問

裁
判
官
が
参
加
者
か
ら
の
質
問

に
答
え
る
。

�
法
廷
開
放

法
廷
を
開
放
し
、
記
念
撮
影
し

て
も
ら
っ
た
り
、
法
服
を
試
着

し
て
も
ら
う
。

	
裁
判
員
制
度
広
報



タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
予
定
）

１３：

１５
受
付
開
始

１３：

３０
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ

デ
オ
上
映

１４：

２０
〜
１４：

４０

裁
判
員
制
度
広
報

１４：

５０
〜
１５：

５０

模
擬
裁
判
、
有
罪
・
無
罪
の

意
見
交
換

１５：

５０
〜
１６：

００

判
決
宣
告

１６：

００
〜
１６：

３０

裁
判
官
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
、

法
廷
開
放

八
、
申
込
方
法

７
月
１５
日
�
ま
で
に
、
は
が
き

に
よ
り
申
し
込
む
（
当
日
必
着
）。

な
お
、
グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み

は
、
児
童
３
人
ま
で
と
し
、
そ
れ

以
上
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
無
効

と
す
る
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
す
る
（
抽
選
日：

７
月
１６

日
�
）。

�
は
が
き
に
下
記
の
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
�
の
申
込
先
に
送

付
す
る
。

ア

対
象
者
で
あ
る
児
童
の
氏

名
と
学
年

イ

連
絡
先
の
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号

ウ

同
行
す
る
保
護
者
の
氏
名
、

児
童
と
の
続
柄

�
申
込
先

郵
便
番
号

７
７
０
―
８
５
２
８

徳
島
市
徳
島
町
一
丁
目
５
番
地

徳
島
地
方
裁
判
所
総
務
課
「
裁

判
所
サ
マ
ー
ツ
ア
ー
」
係

�
通
知

７
月
１７
日

に
連
絡
文
書
を
発

送
す
る
。

九
、
参
考

応
募
に
当
た
り
記
載
し
て
い
た

だ
い
た
個
人
情
報
は
、
こ
の
サ
マ

ー
ツ
ア
ー
に
関
す
る
連
絡
及
び
実

施
の
た
め
に
利
用
す
る
。

開 催 日

７月２日、９日、１６日、２３日、３０日
８月６日、１３日、２０日、２７日

７月１５日
８月１９日

７月３日
８月７日

７月１７日
８月２１日

７月４日、１１日、１８日、２５日
８月１日、８日、１５日、２２日、２９日

随時（予約制）
相談の希望者は、事前にご予約ください

曜日及び時間

毎週水曜日
１３：００～１６：００

毎月第３火曜日
１０：００～１２：００
（予約制）

毎月第１木曜日
１３：００～１６：００

毎月第３木曜日
１３：００～１６：００

毎週金曜日
１３：００～１６：００

相談の内容

高齢者の生活
全般について相談

財産、相続、扶養、
契約、金銭貸借等
についての相談

基本的人権や人権
侵害に関する相談

国の仕事に関する
苦情などの相談

児童養育や教育な
どについての相談

外国人の生活全般
についての相談

相談の種類

一 般 相 談

法 律 相 談

人 権 相 談

行 政 相 談

児童教育相談

外国人に
関する相談

専

門

相

談

（９） 町報２００８．６
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北北
島島
北北
公公
園園
総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ
ーー
ドド
ーー
ムム
））
だだ
よよ
りり

平
成
二
十
年
度
短
期
特
別
教
室（
７
月
〜
９
月
）受
講
生
募
集
中
！

一
、
募
集
教
室

「
左
表
の
通
り
で
す
」

二
、
申
し
込
み
方
法

当
施
設
に
お
越
し
の
上
、
受
講
申

込
書
に
記
入
し
、
受
講
料
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
各
教

室
と
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

三
、
そ
の
他

教
室
に
よ
り
、
す
で
に
定
員
に
達

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
行
事
予
定
（
６
月
・
７
月
）

★
６
月
２２
日
�

９
時

第
３６
回
北

島
町
卓
球
大
会

★
６
月
２７
日
�

９
時

板
野
郡
中

学
総
合
体
育
大
会

★
６
月
２８
日
�

９
時

国
民
体
育

大
会
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
徳
島
県
予

選
★
６
月
２９
日
�

９
時

北
島
・
松

茂
交
流
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

★
７
月
５
日
�

９
時

北
島
町
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

★
７
月
６
日
�

９
時

北
島
町
Ｐ

Ｔ
Ａ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

★
７
月
１３
日
�

９
時

キ
ョ
ー
エ

イ
カ
ッ
プ
・
全
国
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
徳
島
県
予
選

★
７
月
２０
日
�

９
時

バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
・
徳
島
県
会
長
杯
選
手

権
★
７
月
２７
日
�

９
時

北
島
町
空

手
道
・
英
心
館
大
会

※
お
問
い
合
わ
せ

北
島
北
公
園
総

合
体
育
館
（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー

ム
）
�
６
９
７
―
３
２
４
１

■募集教室 平成２０年７月～９月（３カ月）

※はじめてのテニスは、クリーンテニスコートで行います。

５
月
夏
日
の
後
、ア
ジ
ア
の
大
災
害

が
２
度
あ
っ
た
後
一
週
間
お
く
れ

の
月
例
は
さ
わ
や
か
に
恵
ま
れ
た

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム
・
人
員

成

績

Ｈ
Ｄ

Ｎ
Ｔ

４
・
２０

瀬
戸
大
橋
カ
ッ
プ
２
０
０
８

場
所

瀬
戸
大
橋
記
念
公
園

コ
ー
ス

主
催

坂
出
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
１７８

５１８２４５

男
子
一
般
の
部

第
三
位

筒
井

英
幸

男
子
シ
ニ
ア
の
部

第
三
位

田
村

健
治

女
子
の
部

優

勝

岡
部

文
子

７２７２７４

４
・
２６

４
月
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

場
所

親
水
ゆ
と
り
芝
コ
ー

ス

３２

優

勝

準
優
勝

第
三
位

福
永

嘉
春

志
津

君
子

北
島

淳
二

福
永

栄
子

井
出

輝
久

梶

周
二

１５２８１０

６６７３７４

５
・
３

第
１７
回
瀬
戸
内
海
選
手
権
大
会

場
所

相
生
市
東
部
Ｔ
Ｂ
Ｇ

コ
ー
ス

主
催

相
生
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会

４６

男
子
の
部

第
四
位

福
永

嘉
春

女
子
の
部

第
三
位

岡
部

文
子

７７８１

５
・
１７

５
月
月
例
杯

場
所

親
水
ゆ
と
り
芝
コ
ー

ス

２８

優

勝

高
橋

徳
次

準
優
勝

井
出

輝
久

第
三
位

池
田

滋

ベ
ス
グ
ロ
賞

井
出

輝
久

２７８１６
グ
ロ
ス

６４６９６９７７

受 講 料

２，１００円
［３回］

※教材費別途

６，０００円
［８回］

※教材費別途

４，２００円
［６回］

大 人 ３，６００円
子ども １，８００円
［６回］

※教材費別途

３，６００円
［６回］

※教材費別途

６，０００円
［１０回］

９００円
［１回］

※教材費別途

６，０００円
［８回］

※スポーツ安全保険料別途

時 間

１９：００～２１：００

７／１６、
８／２０、
９／１７

１０：００～１１：３０

１０：００～１１：３０

７／３・１７、
８／２１・２８、
９／１１・２５

１４：００～１５：３０

７／３・１７・３１、
８／２１、
９／４・１８

１９：３０～２１：００

７／１１・２５、
８／８・２２、
９／１２・２６

１９：００～２１：００

７／４・１８、
８／１・２９、
９／５・１９

１８：３０～１９：３０

１０：００～１２：００

９／１８

１０：００～１２：００

９／４

１０：００～１１：３０

曜日

水

金

木

木

金

金

金

木

木

火

定員

３０人

１５人

１５組

３０人

３０人

３０人

３０人

３０人

１５組

１５人

対 象

１８歳以上
※女性に限る

１８歳以上
※妊娠している方を
除く

２カ月～４歳までとそ
の親、又は大人のペア
※妊娠している方を
除く

１８歳以上
（小学生以上の親子
も可）

１８歳以上

１８歳以上

１８歳以上

１８歳以上

２カ月～５歳までとそ
の親、又は大人のペア

１８歳以上

教 室 名

リンパとアロマで免疫ＵＰ
きれいになろう�

リラックスヨガ

ママ＆キッズＹＯＧＡ
（木曜）

やさしいオカリナ
（初級）

オカリナ（中級）

ほのぼの色鉛筆画教室

カーディオキック
（格闘技エクササイズ）

季節のアロマ教室

親子で楽しむ
アロマ教室

はじめてのテニス

（１０）町報２００８．６



北
島
町
温
水
プ
ー
ル

パ
ー
ト
職
員
募
集

パ
ー
ト
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

【
職
種
】

プ
ー
ル
監
視
業
務
及
び
簡
易
な
清

掃
業
務

【
就
業
時
間
】

平
日

午
前
１１
時
〜
午
後
３
時

日
・
祝
日

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

【
休
日
】

木
曜
日

【
雇
用
期
間
】

平
成
２０
年
７
月
２０
日
〜
平
成
２０
年

８
月
３１
日

【
募
集
人
員
・
年
齢
】

若
干
名
、
１８
歳
以
上

【
受
付
期
間
等
】

平
成
２０
年
６
月
１６
日
�
か
ら
平
成

２０
年
７
月
７
日
�
間
に
、
写
真
を

貼
付
し
た
履
歴
書
を
北
島
町
温
水

プ
ー
ル
ま
で
提
出
の
こ
と

【
面
接
日
時
】

平
成
２０
年
７
月
９
日
�
午
後
３
時

か
ら

【
面
接
場
所
】

北
島
町
温
水
プ
ー
ル
２
階
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
ル
ー
ム

賃
金
・
労
働
条
件
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
北
島
町
温
水
プ
ー
ル
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
６
８
３
―
２
３
８
８

５
月
４
日
�
、
新
緑
の
風
薫
る
北

島
中
央
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
第
７

回
ペ
ア
マ
ッ
チ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
各
地
域
、
四
国
四
県
、
遠
く

福
岡
、
岐
阜
、
中
国
、
近
畿
地
方
よ

り
４５
チ
ー
ム
９０
名
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

―
２
（
２
人
制
競
技
）
の
精
鋭
選
手

が
参
加
し
ま
し
た
。

眞
島
教
育
長
の
歓
迎
と
激
励
の
挨

拶
で
競
技
が
開
始
さ
れ
、
競
技
は
本

年
度
よ
り
「
ミ
ド
ル
世
代
」
へ
の
普

及
を
視
野
に
実
施
す
る
２
人
対
２
人

で
技
術
、
記
憶
力
、
頭
脳
の
回
転
の

速
さ
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
闘
い
で
す
。

若
い
男
子
や
男
女
の
ペ
ア
、
夫
婦
、

親
子
チ
ー
ム
等
の
対
戦
で
競
技
が
盛

り
上
が
り
、
各
予
選
４
試
合
と
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
、
敗
者
復
活
戦
で

終
日
歓
声
が
上
が
り
有
意
義
な
大
会

で
し
た
。

◎
５
月
１７
日
�

藍
住
町
バ
ラ
園
祭

り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
藍
翠
苑
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
会
場
で
開
か
れ
、
２６
チ

ー
ム
１３０
余
名
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

初
夏
を
思
わ
す
暑
さ
の
会
場
で
色

と
り
ど
り
の
大
輪
の
花
の
芳
香
を
胸

一
パ
イ
に
吸
い
込
み
つ
つ
プ
レ
ー
し

ま
し
た
。

北
島
町
は
２
チ
ー
ム
の
招
待
を
受

け
暑
さ
の
中
善
戦
し
各
２
勝
１
敗
の

成
績
で
し
た
。

『
５
月
度
月
例
杯
』

期
日

５
月
１
日
�

参
加
数
６１
名

場
所

北
島
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

大
寺
富
美
子

２８
打

準
優
勝

小
林

豊
子

３２
打

第
３
位

荒
尾
美
枝
子

３５
打

第
４
位

五
島

幸
夫

３５
打

第
５
位

桑
原

稔

３５
打

浄
化
槽
の
一
斉
調
査
の

お
知
ら
せ

北
島
町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
全

て
の
浄
化
槽
に
つ
い
て
、
設
置
の
状

況
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
は
、
徳
島
県
の
委
託
を
受
け

た
�
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
の

調
査
員
が
次
の
期
間
中
に
各
戸
を
訪

問
し
、
浄
化
槽
設
置
の
有
無
な
ど
を

お
伺
い
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
期
間
】
平
成
二
十
年
七
月
七
日
〜

八
月
二
十
九
日
ま
で

お
問
い
合
わ
せ

�
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

�
六
三
六
―
一
二
三
四

ま
た
は
、
生
活
産
業
課

�
六
九
八
―
九
八
〇
六

理
学
療
法
士

鶯
春
夫
の
健
康
体
操
一

二

三

◎
今
月
紹
介
す
る
運
動

「
体
幹
を
鍛
え
る
運
動
」

北
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
動
す
る
前
の
注
意
点

一
、
食
後
一
時
間
は
避
け
ま
し
ょ
う

二
、
息
を
止
め
ず
に
行
う
（
声
に
出
し
て
数
を
数
え
な
が
ら
行
う
と
よ
い
）

三
、
体
調
の
悪
い
と
き
、
関
節
な
ど
に
痛
み
の
あ
る
と
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

☆
お
な
か
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

椅
子
に
浅
く
座
り
ま
す
。

両
肘
を
つ
か
む
形
で
腕
を

組
み
、
お
な
か
の
筋
肉
を

意
識
し
な
が
ら
四
秒
か
け

て
ゆ
っ
く
り
と
上
体
を
起

こ
し
ま
す
。
こ
の
運
動
を

一
〇
回
行
い
ま
す
。

☆
背
中
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

座
布
団
を
背
も
た
れ
に
挾
み
ま
す
。
背
中
の
筋

肉
を
意
識
し
な
が
ら
四
秒
間
、
背
中
で
座
布
団
を

お
し
つ
け
る
よ
う
に
力
を
か
け
ま
す
。
四
秒
か
け

て
ゆ
っ
く
り
と
力
を
抜
き
ま
す
。
こ
れ
を
一
〇
回

行
い
ま
す
。

☆
脇
腹
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

両
肘
を
つ
か
む
形
で
腕

を
組
み
ま
す
。
写
真
の
よ

う
に
右
肘
と
左
膝
を
合
わ

せ
ま
す
。
反
対
側
も
同
じ

よ
う
に
、
左
肘
と
右
膝
を

合
わ
せ
ま
す
。
こ
の
運
動
を
一
〇
回
行
い
ま
す
。

※
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の
軽
い
運
動
は
毎
日
行
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
少
し

き
つ
い
と
思
わ
れ
る
運
動
を
し
た
場
合
は
、
二
日
間
隔
で
行
う
よ
う
に
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

西
日
本
第
７
回
ペ
ア
マ
ッ
チ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
く

北
島
町
中
央
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り
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若
葉
の
淡
み
ど
り
の
さ
わ
や
か
さ

は
心
洗
わ
れ
る
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
平
成
二
十
年
度
の
婦
人

会
会
長
と
い
う
大
役
を
い
た
だ
き
、

責
任
の
重
大
さ
に
不
安
で
い
っ
ぱ
い

と
い
う
の
が
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
方
々
、
会
員
の
皆
様
の
ご

指
導
を
頂
き
な
が
ら
任
期
中
、
私
の

出
来
る
限
り
の
こ
と
は
勢
い
っ
ぱ
い

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

婦
人
会
の
会
員
数
も
時
代
の
流
れ

で
し
ょ
う
か
。
毎
年
減
少
し
て
お
り

ま
す
。

心
ゆ
た
か
に
な
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
楽
し
め
る
こ
と
を
。
ア
イ
デ
ィ

ア
、
提
案
な
ど
頂
き
な
が
ら
考
え
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
か
ら
で
も
婦
人
会
へ
の
入
会
を

役
員
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
ま
す
よ

う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

婦
人
会
の
目
的
を
も
う
一
度
、
会

員
の
方
々
と
共
に
考
え
、
ど
の
様
に

す
れ
ば
町
民
の
方
々
、
会
員
の
皆
様

方
の
幸
せ
づ
く
り
に
、
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
の
か
を

思
考
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

【
本
部
役
員
】

顧

問

日
浅

正
子

会

長

北
島
千
恵
子

副
会
長

加
集

恵
子

副
会
長

北
村

稔
子

副
会
長

高
橋
千
恵
子

会

計

菊
川

政
子

記

録

仁
田
邦
美
子

監

査

郡

央
子

監

査

中
井

初
子

【
南
地
区
役
員
】

北
島

幸
子
（
鯛
浜
西
）

北
島

勝
子
（
鯛
浜
西
）

藤
代
真
知
子
（
鯛
浜
大
西
南
）

前
野

修
子
（
鯛
浜
大
西
南
）

濱
田

奈
美
（
鯛
浜
大
西
北
）

新
谷
真
由
美
（
鯛
浜
大
西
西
）

中
野

綾
子
（
鯛
浜
出
口
）

加
集

卓
子
（
鯛
浜
出
口
）

石
川

良
子
（
鯛
浜
か
や
団
地
）

津
川

善
子
（
江
尻
東
の
東
）

【
北
地
区
役
員
】

児
嶋
美
恵
子
（
北
村
団
地
１
区
）

熊
川

靖
子
（
北
村
団
地
２
区
）

船
田

珠
美
（
北
村
団
地
３
区
）

柿
谷
富
美
子
（
北
村
団
地
４
区
）

多
田

泰
子
（
北
村
団
地
５
区
）

中
村

淳
子
（
北
村
団
地
６
区
）

松
島

郁
代
（
太
郎
八
須
西
）

近
藤

米
（
北
村
北
）

塩
津

寿
子
（
北
村
北
）

松
岡

幸
子
（
千
田
池
中
）

祖
地

絹
子
（
千
田
池
中
東
）

【
西
地
区
役
員
】

長
浜

礼
子
（
東
高
房
）

久
保

和
子
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
１３
区
）

岡
島

令
子
（
江
口
）

服
部
シ
ズ
コ
（
東
高
房
）

【
中
地
区
役
員
】

山
田

美
江
（
中
村
中
央
）

藤
田

良
子
（
更
生
）

笠
井
紀
美
代
（
更
生
）

阿
部
冨
美
子
（
更
生
）

河
野
百
合
子
（
更
生
）

尾
崎

種
子
（
御
供
田
）

上
田

光
代
（
御
供
田
）

山
田

敬
子
（
中
村
東
）

橋
本

佳
代
（
中
村
東
）

渡
辺
千
代
子
（
中
村
東
開
）

大
殿

民
子
（
中
村
中
央
）

山
田
美
和
子
（
中
村
中
央
）

森
井
ツ
ヤ
子
（
江
口
）

真
重
富
美
代
（
福
神
）

福
田

攝
子
（
中
村
江
口
）

婦
人
会
だ
よ
り

心
ゆ
た
か
に

婦
人
会
会
長

北
島
千
恵
子

平
成
二
十
年
八
月
に
負
担
区
分
が
変
更
に
な
る

方
は
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

◎
後
期
高
齢
者
医
療
の
自
己
負
担
割

合
の
再
判
定
に
つ
い
て

現
在
、
七
十
五
歳
（
一
定
の
障
害

が
あ
る
方
は
六
十
五
歳
）
以
上
の
方

に
、
一
人
一
枚
「
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
（
り
ん
ど
う
色
）」を
交

付
し
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
は
平
成

二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
平
成
二
十
年
八
月
に
、

平
成
二
十
年
度
所
得
に
基
づ
き
、
負

担
区
分
（
一
割
又
は
三
割
）
を
再
判

定
し
ま
す
。

負
担
区
分
が
変
更
に
な
る
方
に
は
、

七
月
末
ま
で
に
、
新
た
な
負
担
区
分

を
記
載
し
た
被
保
険
者
証
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
古
い
被
保
険
者
証
に
つ

い
て
は
、
北
島
町
保
険
福
祉
課
へ
ご

返
却
く
だ
さ
い
。

負
担
区
分
が
変
更
に
な
ら
な
い
方

に
は
、
新
た
に
被
保
険
者
証
は
交
付

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
ま
ま
現
在

お
持
ち
の
被
保
険
者
証
を
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

◎
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
年
次
更
新
に
つ
い

て現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
有
効

期
限
は
平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十

年
八
月
一
日
以
降
も
引
き
続
き
認
定

を
受
け
る
場
合
は
、
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
現
在
、
証
を
お
持
ち
の

方
で
認
定
対
象
と
な
る
方
に
は
、
事

前
に
お
知
ら
せ
を
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
更
新
の
申
請
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
保
険
料
の
通
知
に
つ
い
て

四
月
分
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

る
方
に
は
、
対
象
者
に
四
月
一
日
付

で
保
険
料
の
仮
徴
収
額
の
通
知
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

四
月
分
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

な
い
方
に
は
、
保
険
料
が
確
定
し
た

後
（
八
月
初
旬
）
に
、
保
険
料
の
確

定
額
の
通
知
を
お
送
り
す
る
予
定
で

す
。
保
険
料
の
納
付
は
、
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
は
十
月

か
ら
、
そ
れ
以
外
の
方
は
八
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
が
、
納
付
方
法
は
個
人

ご
と
に
条
件
が
違
い
ま
す
。
詳
し
く

は
北
島
町
保
険
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
各
種
届
出
や
申
請
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
各
種

申
請
や
届
出
は
北
島
町
保
険
福
祉
課

後
期
高
齢
者
医
療
担
当
窓
口
へ
お
願

い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

北
島
町
保
険
福
祉
課

電

話
六
九
八
―
九
八
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
六
九
八
―
八
四
九
四
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私
の
健
康
づ
く
り

―

玄
米
菜
食
の
食
生
活
を
通
し
て

―

北
島
町
社
会
教
育
指
導
員

下

山

武

夫

胃
が
ん
の
た
め
に
、
四
十
八
歳
と

い
う
若
さ
で
父
親
が
他
界
し
て
か
ら
、

半
世
紀
に
な
り
ま
す
。
私
は
五
人
兄

弟
の
三
番
め
で
す
が
、
兄
弟
の
な
か

で
は
、
姿
・
顔
・
か
た
ち
等
が
父
親

に
一
番
よ
く
似
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
お
ま
け
に
、
胃
が
弱
い
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
似
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
私
は
こ
の
ま
ま
で
は
父
親

同
様
、
胃
が
ん
に
な
っ
て
早
死
に
す

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
感
を

抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
数
年

前
か
ら
、
が
ん
に
関
す
る
本
を
読
み

始
め
、
十
二
冊
ぐ
ら
い
読
み
ま
し
た

が
、
私
な
り
の
勉
強
を
通
し
て
得
た

結
論
は
「
玄
米
菜
食
」
で
し
た
。
北

島
町
内
で
も
、
「
玄
米
菜
食
」
の
す

ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
、
既
に
実
践
さ

れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
更
、
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
二
年
間
、
私

が
実
践
し
て
き
た
私
な
り
の
「
玄
米

菜
食
」
の
具
体
的
な
方
法
を
少
し
、

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
我
が
家
の
玄
米
ご
飯
は
、
玄
米
約

九
〇
％
、
も
ち
米
約
一
〇
％
、
古

代
米
（
黒
米
）
を
大
さ
じ
一
ぱ
い

と
い
う
割
合
に
し
て
い
る
。

②
牛
乳
や
乳
製
品
、
肉
類
は
食
べ
な

い
で
、
ち
り
め
ん
い
り
や
鰯
・
秋

刀
魚
等
を
食
べ
て
い
る
。

③
野
菜
・
果
物
・
海
草
な
ど
は
、
で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
食
べ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

④
納
豆
・
豆
腐
を
は
じ
め
と
し
て
、

大
豆
食
品
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い

る
。

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
、
い
っ
さ
い
飲

ま
な
い
。
（
禁
酒
）

以
上
の
実
践
を
し
て
き
て
、
私
の

健
康
状
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た

か
と
申
し
ま
す
と
、
実
は
、
次
の

よ
う
な
予
想
以
上
の
成
果
が
出
た

の
で
す
。

①
悪
か
っ
た
胃
（
慢
性
胃
炎
）
が
治

り
、
一
日
三
回
、
九
年
間
飲
み
続

け
て
き
た
胃
薬
（
三
種
類
）
を
飲

む
必
要
が
な
く
な
っ
た
。

②
よ
く
お
腹
が
す
い
て
、
食
事
を
待

ち
か
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
食

事
の
量
も
増
え
た
）

③
尿
が
早
く
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
そ
れ
ま
で
は
、
老
化
と
共
に
尿
が

出
る
ま
で
の
待
ち
時
間
が
少
し
ず

つ
増
え
て
い
た
）

④
便
秘
を
し
な
く
な
っ
た
。

⑤
手
の
指
の
関
節
に
、
時
々
感
じ
て

い
た
、
ご
く
軽
い
痛
み
が
消
え
た
。

（
整
形
外
科
医
に
、
老
化
現
象
の
一

つ
だ
か
ら
、
あ
き
ら
め
る
よ
う
に

と
言
わ
れ
て
い
た
）

⑥
目
薬
を
さ
さ
な
く
て
も
、
目
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。

（
そ
れ
ま
で
は
毎
日
二
〜
三
回
、
角

膜
を
守
る
目
薬
を
さ
し
て
い
た
）

私
の
実
践
結
果
を
見
て
、
驚
か
れ

て
い
る
町
民
の
皆
様
方
も
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
本
当
に
私

の
体
で
起
き
た
変
化
な
の
で
す
。
そ

れ
も
、こ
の
変
化
の
ほ
と
ん
ど
は「
玄

米
菜
食
」
を
始
め
て
、
半
年
も
た
た

な
い
う
ち
に
顕
著
に
な
っ
て
き
た
の

で
す
。
胃
が
ん
を
予
防
し
た
い
と
い

う
願
い
だ
け
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
、

私
な
り
の
「
玄
米
菜
食
」
だ
っ
た
の

で
す
が
、
予
想
外
の
す
ば
ら
し
い
成

果
が
出
て
、
私
自
身
が
一
番
驚
い
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
悪
か
っ
た

体
の
あ
ら
ゆ
る
面
が
良
く
な
っ
て
き

た
と
い
う
こ
と
は
、
内
臓
の
方
も
き

っ
と
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
、

私
は
そ
の
よ
う
に
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
「
玄
米
菜
食
」
は
全

て
が
バ
ラ
色
か
と
い
う
と
、
そ
う
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
好
き
な
食

べ
物
や
飲
み
物
が
自
由
に
、
好
き
な

だ
け
飲
食
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
辛
い
こ
と
で
す
。
特
に
、
大

好
き
な
焼
肉
や
ビ
ー
ル
が
禁
止
と
い

う
の
は
辛
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、

私
は
年
に
六
回
ほ
ど
、
焼
肉
や
ビ
ー

ル
を
解
禁
す
る
日
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、「
玄
米
菜
食
」に
協
力

し
て
く
れ
て
い
る
家
族
に
感
謝
す
る

と
共
に
、
自
分
も
慰
労
し
て
い
ま
す
。

平成２０年度から 基本健康診査に代わって

特定健診・特定保健指導 が始まります

～病気を見つけるための健診から予防のための健診へ～

糖尿病、高血圧、心臓病などの生活習慣病は年々増加し、国
民医療費の３０％を占めるといわれています。そこで、日々の生
活習慣や行動を変えることで、お腹まわりにたまった内臓脂肪
を減らし、心臓病や糖尿病などを予防するための『新たな健診
・保健指導プログラム』を導入し、国をあげての取り組みがス
タートします。

【今までの基本健診とこれからの特定健診はどう違うの？】

【特定健診と特定保健指導】

特定健診で生活習慣病の前段階であるメタボリックシンド
ローム（内臓脂肪症候群）の状態にある方や予備群となっ
ている方を選び出し、生活習慣病のための指導（特定保健
指導）をおこないます。

※各種ガン検診などは、従来どおり実施しています。

問い合わせ先

保険福祉課 �６９８―９８０５ 保健相談センター �６９８―８９０９

新しい健診
（特定健診）

医療保険者（国保・社保など）
・４０～７４歳の方
・７５歳以上の方で病院等にかかっ
ていない方
早期介入・行動変容

各医療保険者から届きます。

今までの健診
（基本健康診査）
市町村

４０歳以上の住民

早期発見・早期治療
町からお送りしてい
ました。

実施主体

対象者

健診の目的

受診券

（１３） 町報２００８．６



健健
康康
づづ
くく
りり

太太
極極
拳拳
列列
車車
にに
乗乗
っっ
てて

一
年
生

冨

士

力

平
成
十
九
年
度
の
北
島
町
介
護
予

防
事
業
「
太
極
拳
講
座
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
太
極
拳
の
日
は
必
ず
血
圧

を
計
っ
て
く
れ
ま
す
。

講
座
の
佐
々
木
先
生
は
范
先
生

（
四
国
大
学
）
の
一
番
弟
子
と
言
わ

れ
る
若
い
女
の
先
生
で
、
見
れ
ば
素

晴
ら
し
い
先
生
で
す
。

参
加
し
た
時
、
「
今
日
か
ら
一
年

間
は
、
こ
の
人
達
と
太
極
拳
と
い
う

列
車
に
乗
っ
て
旅
を
す
る
の
だ
。
途

中
下
車
は
ゆ
る
さ
れ
ん
」
と
自
分
に

言
っ
て
聞
か
せ
ま
し
た
。

先
ず
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
の
は
、

右
手
の
挙
骨
を
中
央
へ
持
っ
て
い
き
、

左
手
で
受
け
止
め
る
型
で
、
「
こ
れ

は
駄
目
よ
」
と
言
う
感
じ
で
し
た
が
、

こ
れ
が
最
初
の
「
挨
拶
」
で
し
た
。

終
わ
っ
た
時
も
同
じ
挨
拶
を
し
ま
す
。

今
ま
で
テ
レ
ビ
で
見
た
時
、
太
極

拳
は
年
寄
向
き
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
体
を
動
か
す
太

極
拳
、
や
っ
て
み
る
と
大
変
難
し
く
、

足
を
上
げ
る
に
し
て
も
、
う
ま
く
出

来
ま
せ
ん
。
動
作
は
簡
単
で
、
短
時

間
で
楽
に
練
習
で
き
る
の
で
す
が
、

正
確
に
や
る
の
が
難
し
い
。
そ
れ
で

も
、
皆
元
気
に
や
っ
て
い
け
る
の
は
、

先
生
の
教
え
方
が
上
手
だ
か
ら
で
す
。

そ
れ
と
、
こ
の
様
な
型
を
覚
え
実
行

す
る
と
、
体
に
効
果
が
あ
る
し
、
護

身
に
も
な
る
。
太
極
拳
は
護
身
と
健

康
を
考
え
て
出
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

太
極
拳
は
気
持
ち
を
集
中
し
て
行

う
こ
と
が
大
切
で
、
こ
の
為
に
、
音

楽
を
低
音
量
で
流
し
て
く
れ
、
楽
し

く
出
来
る
の
で
す
。

八
月
に
長
谷
目
さ
ん
の
世
話
役
で
、

先
輩
後
輩
合
わ
せ
て
約
七
十
名
が
庁

舎
七
階
で
、
日
頃
習
っ
て
い
る
太
極

拳
四
項
目
の
演
技
を
行
い
ま
し
た
。

范
先
生
や
山
田
町
長
、
真
島
教
育
長

か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

十
月
十
四
日
、
四
国
大
学
中
国
武

術
研
究
発
表
会
が
徳
島
市
立
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
、

四
国
大
学
付
属
幼
稚
園
園
児
が
演
じ

る
カ
ン
フ
ー
体
操
、
八
十
名
の
集
団

で
す
。
我
々
も
習
っ
て
い
ま
す
が
、

実
に
う
ま
い
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、

次
々
と
繰
出
す
演
技
は
立
派
な
も
の

ば
か
り
で
、
特
に
、
范
先
生
や
佐
々

木
先
生
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
蘇
自
芳
先

生
等
の
演
技
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

毎
週
一
回
の
私
達
の
講
座
で
、
①

準
備
体
操

②
八
段
錦

③
八
式
太

極
拳

④
カ
ン
フ
ー
体
操
の
四
項
目

を
習
っ
て
い
ま
す
。
速
い
も
の
で
、

秋
は
す
ぎ
て
正
月
も
終
わ
り
、
や
が

て
は
三
月
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

或
る
人
か
ら
、
「
冨
士
さ
ん
太
極

拳
を
よ
く
や
っ
て
い
る
が
、
何
か
効

果
が
あ
り
ま
し
た
か
？
」
と
聞
か
れ

た
。
「
そ
れ
は
あ
り
ま
し
た
よ
。
私

む

く

は
足
首
が
浮
腫
ん
で
立
っ
た
ま
ま
ズ

む

く

ボ
ン
を
穿
け
な
ん
だ
が
、
浮
腫
み
は

と
れ
て
、
ズ
ボ
ン
を
穿
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
に
、
胃
が
少
し
悪
か

っ
た
が
良
く
な
る
な
ど
、
大
き
な
収

穫
が
あ
っ
た
よ
」
と
話
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
病
気
上
が
り
の
人
が
病
院

で
リ
ハ
ビ
リ
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す

が
、
私
は
病
気
に
な
ら
ぬ
う
ち
に
太

極
拳
講
座
に
入
門
で
き
、
体
鍛
え
に

参
加
で
き
た
こ
と
は
大
成
功
で
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
月
十
九
日
に
一
年
間
の
最
後
を

飾
る
太
極
拳
体
験
教
室
が
町
体
育
館

で
、
范
永
輝
先
生
を
お
迎
え
し
て
行

わ
れ
た
。
佐
古
の
大
先
輩
や
北
島
で

四
年
間
や
っ
て
い
る
先
輩
と
私
達
一

年
生
の
合
同
で
、
八
番
演
技
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。范
先
生
か
ら「
目

に
見
え
て
上
達
し
て
い
る
」
と
お
褒

め
の
言
葉
を
頂
く
と
共
に
、
「
継
続

は
力
な
り
。
続
け
る
こ
と
が
高
い
効

果
が
生
ま
れ
る
」
と
お
話
が
あ
り
、

拍
手
喝
采
で
一
年
間
の
太
極
拳
列
車

の
旅
は
終
わ
り
ま
し
た
。

太
極
拳
は
素
晴
ら
し
い
。
中
国
語

た
い
は
お
ら

で
�
太
好
了
�
と
云
い
ま
す
。
私
と

し
て
は
更
な
る
向
上
に
向
っ
て
四
月

か
ら
始
ま
っ
た
太
極
拳
講
座
と
云
う

列
車
に
再
び
乗
り
込
み
、
昨
年
同
様

元
気
一
杯
旅
を
続
け
て
い
ま
す
。

……
知知
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
？？
建建
退退
共共
制制
度度
……

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く

方
々
の
た
め
に
、
「
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
り
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働
く

労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を

貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共

か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で

す
。加

入
で
き
る
事
業
主

建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛

金日
額
三
一
〇
円

★
特
長

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で

は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、

退
職
金
の
試
算
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
請

求
等
、
建
退
共
制
度
の
知
り
た
い
情

報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
下
さ
い
�

ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.kentai

kyo.taisyokukin.go.jp/

★
詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
建
退

共
徳
島
県
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

徳
島

〒
七
七
〇
―
〇
九
三
一

徳

島
市
富
田
浜
二
―
一
〇

徳
島
県
建

設
セ
ン
タ
ー
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
八
八
―
六
二
二
―
三
一
一
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
八
八
―
六
五
二
―
七
六
〇
九

在
宅
当
番
医
割
出
表

６
月
２２
日
�

北
島

山
田
外
科
内
科

６
月
２９
日
�

松
茂

春
藤
内
科
胃
腸
科

７
月
６
日
�

北
島

片
山
医
院

７
月
１３
日
�

北
島

新
居
内
科

（１４）町報２００８．６



平成２０年度公民館クラブ活動一覧表

会員数

１３

７

２１

９

３

１２

１２

２４

１６

１４

７

４

６

４

１０

９

１５

１６

１０

１６

５

５

２２

２４

１１

８

１６

１４

９

３０

２０

６

終了時間

２２：００

１２：００

１１：３０

１６：００

２１：００

２１：００

２１：００

１５：００

１５：００

１５：００

１５：００

１７：００

２１：３０

１６：３０

２２：００

２１：００

１２：００

１５：３０

１１：００

１４：００

１６：００

１５：３０

２１：２０

２１：３０

２１：３０

２１：００

１５：３０

１２：００

１２：００

２１：３０

１６：００

１２：００

開始時間

１９：３０

１０：００

１０：００

１４：００

１９：００

１９：３０

１８：３０

１３：３０

１３：００

１３：００

１０：００

１３：００

１９：３０

１４：００

１９：００

１９：００

１０：３０

９：３０

９：００

１１：００

１３：３０

１３：３０

１８：３０

１９：００

１８：００

１９：００

１３：００

９：３０

９：３０

１９：００

１３：００

９：３０

実施週

毎週

毎週

１・３週

１・２・３週

１・２・３週

毎週

毎週

２・４週

１・３週

４週

毎週

１・３・５週

毎週

第３週

１～４週

毎週

１・２・３週

第３週

毎週

毎週

２・４週

１・３週

１・３・５週

２・４週

毎週

毎週

毎週

毎週

毎週

毎週

第３週

第１週

代表者名（連絡先）

６９８‐３０７７

６９８‐２１１７

６９８‐６５１２

６９８‐３３７７

６９８‐６３４６

６９８‐２８９１

０５０‐８８０３‐７００３

６９８‐２８３７

６９８‐４２８８

６９８‐５６７１

６９８‐５０６４

６９８‐９０２７

６９８‐２６５８

６９８‐４２０６

６９８‐４３５３

６９８‐２５５５

６９８‐７０７８

６９８‐４２８８

６９８‐６４６５

６９８‐２２９１

６９８‐７９９６

６９８‐８２００

６９８‐６５１３

６９８‐４２４７

６９８‐７６１６

６９８‐３４８５

６９８‐４２８８

６９８‐５６７１

６４１‐３４０８

６９８‐２９７７

６９８‐２５８５

６９８‐２８０５

梶本 敏江

近藤 米

川村 博子

西條 吉代

原田 昭子

渡辺 光恵

美吉 勝美

山田 栄子

三代 幸子

山本 淑子

松島 郁代

梶 信子

浜 富子

金磯由美子

坂東加奈子

宮本恵美子

増谷 洋子

三代 幸子

村田 澄代

山田 良江

篠原多賀子

尾崎 芳子

田原 三夫

吉成 佐枝

高畑 芳恵

岡本マツ子

三代 幸子

山本 淑子

真鍋 美喜

増谷 禎通

長尾 澄子

安芸ハルエ

部 屋

７階 大ホール

５階 茶室

６階 視聴覚室

６階 視聴覚室

６階 視聴覚室

６階 大会議室

６階 修養室

７階 大ホール

６階 大会議室

６階 大会議室

６階 教養室

５階 調理室

５階 調理室

５階 第一会議室

６階 教養室

５階 第一会議室

７階 大ホール

６階 大会議室

５階 茶室

５階 調理室

６階 視聴覚室

５階 茶室

７階 大ホール

７階 大ホール

６階 大会議室

５階 第一会議室

６階 大会議室

６階 大会議室

６階 視聴覚室

７階 大ホール

６階 視聴覚室

５階 第一会議室

ク ラ ブ 名

北島ヘルシーフレッシュアップ体操

茶道（裏千家）

ツリーポきたじま（オカリナ）

梅若流啄穂会（民謡）昼の部

梅若流啄穂会（民謡）夜の部

ヨガクラブ

あやめ会

北島バラード（童謡）

もくせいクラブ（大正琴）

藍グループ（大正琴）

洋裁クラブ

いけ花（小原流）

いけ花（嵯峨御流）

花くらぶ

書道

詩吟（欽水流）

北島合唱クラブ

もくせいクラブ（大正琴）

茶道（裏千家）

いけ花（未生流笹岡）

手編み・マクラメ教室

煎茶クラブ

北島町ダンスサークル ハッピーメイツ

北島町ダンス愛好会

稀聲会（長唄・三味線）二期生

詩吟（薫風流）

もくせいクラブ（大正琴）

藍グループ（大正琴）

コットンクラブ

北島町ダンスサークル ビーナス

北島町俳句連盟

押し花クラブ

曜

月

火

水

木

金

土

（１５） 町報２００８．６
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島島島島島島島島島島島島島島島
北北北北北北北北北北北北北北北
小小小小小小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校
」」」」」」」」」」」」」」」

北
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

学
芸
員

林
田

真
典

へ
ん
せ
ん

一
、
学
校
の
変
遷

明
治
五
年
（
一
八
七
一
）
に
学
制

せ
こ
う

が
施
行
さ
れ
、
明
治
一
二
年
（
一
八

七
九
）
に
北
島
北
小
学
校
が
開
校
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
賀
伊
太
郎

な

や

氏
の
納
屋
を
借
り
て
の
学
校
で
、
江

て
ら
こ

や

戸
時
代
以
来
の
寺
子
屋
と
あ
ま
り
変

わ
ら
ず
、
校
舎
・
運
動
場
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。明
治
一
四
年（
一

八
八
一
）、小
学
校
教
則
綱
領
に
よ
り
、

北
村
小
学
校
と
名
称
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に

じ
ん
じ
ょ
う

は
北
村
尋
常
小
学
校
と
な
り
ま
し

た
。
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
四

月
に
は
北
島
村
立
北
尋
常
小
学
校
と

改
称
し
、五
月
一
日
に
は
現
在
地（
北

村
字
壱
町
四
反
地
二
〇
番
地
）
に
二

し
ゅ
ん
こ
う

棟
四
教
室
の
新
校
舎
が
竣
工
、
移

転
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
正
一
五

年
（
一
九
二
六
）
に
は
徳
島
県
北
島

村
立
北
島
北
尋
常
小
学
校
、
昭
和
七

年
（
一
九
三
二
）
に
徳
島
県
板
野
郡

北
島
北
尋
常
小
学
校
と
改
称
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
一
六
年
（
一

九
四
一
）
に
戦
時
下
の
教
育
改
革
が

行
な
わ
れ
た
た
め
、
徳
島
県
板
野
郡

北
島
町
北
島
北
国
民
学
校
に
改
称
し
、

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
の
戦
争

終
結
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）

の
教
育
改
革
を
経
て
、
現
在
の
徳
島

県
板
野
郡
北
島
町
北
島
北
小
学
校
と

な
り
ま
し
た
。

二
、
児
童
数
減
少
の
危
機

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
北
島

小
学
校
が
新
し
く
開
校
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
北
島
北

小
学
校
校
区
の
中
村
・
南
新
喜
来
が

校
区
外
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

ふ
く
し
き

児
童
数
が
減
少
し
て
い
き
、
複
式
学

級
（
※
一
）
の
可
能
性
が
出
て
き
た

た
め
、
そ
の
対
策
が
必
要
不
可
欠
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
卒
業
生
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
住
民
の
方
々
に
よ
る

地
域
や
行
政
へ
の
働
き
か
け
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
土
地
の

提
供
、住
宅
誘
致
等
々
、多
く
の
方
々

の
ご
協
力
・
ご
努
力
に
よ
り
、
北
村

団
地
の
造
成
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
四
十
二
年
度

（
一
九
六
七
）
よ
り
児
童
数
が
増
加

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

三
、
ま
と
め
と
し
て

卒
業
写
真
の
児
童
数
の
減
少
は
、

校
区
の
地
域
衰
退
の
危
機
を
伝
え
て

い
ま
す
。
児
童
数
が
減
少
し
た
こ
と

で
、
地
域
の
方
々
の
「
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
絶
対
に
地
域
の
学
校
を
発

展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」と
い
う
強
い
情
熱
と
行
動
が
地

域
の
連
帯
を
強
固
に
し
、
地
域
衰
退

の
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
子
ど
も
を
大
切
に
育
て
て
い

く
と
い
う
強
い
思
い
が
、
卒
業
写
真

の
児
童
数
増
加
に
現
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

（
※
一
）
二
つ
以
上
の
学
年
を
一
つ

に
編
成
し
た
学
級
の
こ
と
。

※
北
島
北
小
学
校
か
ら
貴
重
な
写
真

を
提
供
頂
き
ま
し
た
。

〈
主
な
参
考
文
献
〉

・
『
北
島
町
史
』
一
九
七
五
年

・
『
北
島
北
小
学
校
百
年
史
』
一
九

八
一
年

明治３４年建設の校舎平成１８年に撮影された現校舎

最も児童数が減少した昭和３２年度卒業生

児童数の増加している昭和５４年度卒業生

（１６）町報２００８．６
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一
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「「
ＫＫ
ＹＹ
」」
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
るる

最
近
「
Ｋ
Ｙ
」
と
い
う
言
葉
を
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
あ

い
つ
は
Ｋ
Ｙ
だ
」
と
言
え
ば
、
「
あ

い
つ
は
空
気
を
読
め
な
い
や
つ
だ
」

と
い
う
意
味
に
な
る
。
女
子
高
生
が

メ
ー
ル
の
や
り
と
り
の
中
で
使
っ
て
、

若
者
の
間
で
広
ま
っ
た
と
い
う
。

空
気
を
読
め
な
い
と
は
、
場
の
雰

囲
気
や
状
況
を
察
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
日
本
語

に
は
「
腹
芸
」
と
か
、
「
以
心
伝
心
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
相
手
の
気
持

ち
や
状
況
が
判
断
で
き
れ
ば
、
口
に

出
し
て
言
わ
な
く
て
も
、
お
互
い
の

意
思
が
通
じ
る
と
い
う
こ
と
だ
。「
空

気
を
読
む
」
こ
と
は
社
会
生
活
に
欠

か
せ
な
い
、
日
本
人
特
有
の
文
化
と

言
っ
て
も
い
い
。

こ
の
「
Ｋ
Ｙ
」
と
い
う
言
葉
に
、

朝
日
新
聞
が
難
癖
を
付
け
て
い
る
。

今
年
の
「
成
人
の
日
」
の
社
説
で
あ

る
。社

説
の
内
容
は
一
言
で
言
え
ば
、

「
大
人
に
な
っ
た
ら
自
分
の
力
で
考

え
、
自
分
な
り
の
意
見
や
判
断
を
持

と
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の

点
に
異
論
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
社
説

は
、
「
Ｋ
Ｙ
と
言
う
流
行
語
は
、
自

分
た
ち
と
違
う
と
感
じ
た
相
手
を
排

除
す
る
」
と
定
義
付
け
て
い
る
。
そ

し
て
、
「
仲
間
外
れ
が
恐
い
か
ら
、

み
ん
な
と
同
じ
で
あ
ろ
う
と
必
死
に

な
る
。
や
が
て
自
分
の
意
見
さ
え
持

て
な
く
な
る
」
と
決
め
つ
け
て
い
る
。

本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。

「
仲
間
外
れ
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

み
ん
な
と
同
じ
で
あ
ろ
う
」
と
考
え

る
の
は
、
空
気
が
読
め
た
結
果
で
は

な
い
か
。
場
の
空
気
が
全
く
読
め
な

け
れ
ば
、
自
分
が
嫌
わ
れ
た
り
、
馬

鹿
に
さ
れ
た
り
す
る
理
由
も
わ
か
ら

な
い
だ
ろ
う
。
「
空
気
を
読
め
る
」

こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
。

サ
ン
ラ
イ
フ
北
島
だ
よ
り

一

日

教

室

受

講

生

募

集

☆
ち
ぎ
り
絵
で
う
ち
わ
を
作
ろ
う

絵
柄
に
合
わ
せ
て
ち
ぎ
っ
た
り
剥

い
だ
り
し
た
紙
を
貼
っ
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
ミ
ニ
う
ち
わ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
い
か
が

で
す
か
。

日

時

７
月
２７
日
�

午
前
１０
時
〜
１２
時

対
象
者

幼
稚
園
児
以
上
（
た
だ
し
、

幼
稚
園
児
は
大
人
と
ペ

ア
）

受
講
料

一
、
〇
五
〇
円

材
料
費

一
、
二
〇
〇
円

定

員

三
〇
名

☆
浴
衣
を
着
て
み
よ
う
教
室

夏
に
着
た
い
浴
衣
。
自
分
で
で
き

る
浴
衣
の
着
付
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

日

時

７
月
２７
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

対
象
者

小
学
生
以
上
の
女
性
（
た

だ
し
、
小
学
生
は
大
人
と

ペ
ア
）

受
講
料

一
、
〇
五
〇
円
（
小
学
生

と
大
人
の
ペ
ア
は
、
一
、

五
〇
〇
円
）

定

員

二
〇
名

☆
ポ
ス
タ
ー
を
描
こ
う

描
き
た
い
気
持
ち
を
大
切
に
し
、

構
図
や
色
使
い
の
コ
ツ
を
学
び
な
が

ら
ポ
ス
タ
ー
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

日

時

７
月
２９
日
�
・
３０
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

対
象
者

小
学
生
（
両
日
と
も
参
加

で
き
る
方
）

受
講
料

一
、
〇
五
〇
円

定

員

三
〇
名

受
付
締
め
切
り
日

７
月
２０
日
�
午
後
５
時
ま
で
。
申

込
用
紙
と
受
講
料
を
添
え
て
申
込
み

下
さ
い
。
各
教
室
と
も
先
着
順
に
て

受
付
し
ま
す
。

※
現
在
受
付
中
で
す
の
で
、
申
込
み

状
況
等
く
わ
し
く
は
、
サ
ン
ラ
イ
フ

北
島
事
務
局
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
六
九
八
―
七
一
一
八（
木
曜
休
館
）

どこに相談したらいいか分からない…そんな時

法法テテララスス
（金銭問題、離婚、隣人トラブル…

無料で適切な窓口を紹介）

法テラスとは、司法制度を国民に身近なものとす
るため設立された「日本司法支援センター」の愛称
です。法的トラブルの相談窓口を無料でご案内して
います。その他、民事法律扶助や犯罪被害者支援等
の業務もしています。
【法テラスの主な業務内容】
①情報提供：法的トラブルを抱えてお困りの方に最
適な相談窓口や法制度に関する情報を提供してい
ます。なお、直接、法律相談をお受けするもので
はありません。
②民事法律扶助：資力が乏しい方のための無料法律
相談、弁護費用や書類作成費用の立替などをして
います。
③犯罪被害者支援：犯罪の被害にあわれた方やご家
族に様々な情報を無料で提供しています。
◎法テラスコールセンター �０５７０―０７８３７４
平日９：００～２１：００ 土日曜９：００～１７：００

◎法テラス徳島 �０５０―３３８３―５５７５
〒７７０―０８５５ 徳島市新蔵町１丁目３１

徳島弁護士会館４階
平日９：００～１７：００（情報提供業務は１６：００まで）

◎ＨＰアドレス http : //www.houterasu.or.jp/

（１７） 町報２００８．６
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平
成
二
十
年
四
月
十
二
日
�
私

達
も
く
せ
い
ク
ラ
ブ
十
五
名
は
、

他
の
徳
島
支
部
会
員
と
共
に
北
島

町
役
場
に
集
合
。
七
十
一
名
が
大

型
バ
ス
二
台
に
分
乗
し
、
静
岡
グ

ラ
ン
シ
ッ
プ
に
向
け
て
出
発
し
ま

し
た
。
夕
方
ホ
テ
ル
に
到
着
し
て
、

す
ぐ
明
日
の
本
番
に
向
け
て
全
員

で
総
仕
上
げ
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

翌
十
三
日
�
九
時
会
場
へ
。
ど

の
出
演
者
も
異
様
な
雰
囲
気
に
緊

張
し
た
顔
で
、
指
定
さ
れ
た
場
所

で
一
人
づ
つ
住
所
・
氏
名
を
登
録
、

厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
の
の
ち
、
流
暢

な
司
会
者
の
案
内
で
リ
ハ
ー
サ
ル

を
行
な
い
ま
し
た
。

十
一
時
す
ぎ
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら

ギ
ネ
ス
ワ
ー

ル
ド
レ
コ
ー

ド
公
式
審
査

員
が
到
着
。

会
場
を
埋
め

た
二
千
八
百

六
十
四
名
が
、

指
揮
者
の
合

図
で
一
斉
に

演
奏
。
六
分

間
美
し
い
音

色
で
日
本
古

来
の
「
さ
く

ら
さ
く
ら
」

「
春
の
小
川
」

等
四
曲
を
演

奏
し
終
わ
り
、

ど
の
顔
も
満
足
感
で
一
杯
で
し
た
。

し
ば
ら
し
く
て
、
公
式
審
査
員
の

記
録
更
新
の
発
表
が
あ
り
、
場
内

一
斉
に
万
歳
三
唱
し
て
喜
び
と
満

足
感
に
浸
り
ま
し
た
。
三
千
人
も

の
演
奏
が
、
当
日
、
本
番
で
ど
の

よ
う
な
演
奏
に
な
る
の
か
と
の
心

配
も
一
気
に
吹
き
飛
ん
だ
瞬
間
で

し
た
。

今
回
の
こ
の
会
場
は
、
日
本
一

の
富
士
山
の
近
く
に
あ
り
、
河
口

湖
を
始
め
富
士
五
湖
を
見
学
し
な

が
ら
、
私
達
も
日
本
一
に
な
っ
た

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
、
雲
の
間

か
ら
見
え
隠
れ
す
る
優
し
い
富
士

山
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
徳
島
へ

の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

次
回
又
こ
の
よ
う
な
大
会
が
あ

れ
ば
、
沢
山
の
仲
間
と
一
緒
に
是

非
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。昭

和
五
十
七
年
八
月
、
公
民
館

活
動
と
し
て
百
人
余
り
の
中
の
一

生
徒
と
し
て
参
加
し
た
大
正
琴
、

も
く
せ
い
ク
ラ
ブ
と
名
付
け
て
二

十
六
年
、
現
在
は
講
師
と
し
て
指

導
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
立
場
で
す

が
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な

っ
て
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
大
会
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
、
い

ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
大
正
琴
を

楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
参
加
は
大
変
意
義
の
あ
る

大
会
参
加
で
し
た
。

「大正琴ギネス記録
更新に参加」

随筆

北村 山本 淑子（４５７）

みみ
どど
りり
保保
育育
園園

地地
域域
子子
育育
てて

支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー

み
ど
り
保
育
園
で
は
、
町
の
委
託

を
受
け
て
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
地
域
子

育
て
セ
ン
タ
ー
事
業
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
サ
ー
ク
ル
活
動
・
園
開
放
〉

の
び
の
び
み
ど
り
っ
子

月
曜
日

み
ど
り
保
育
園

火
曜
日

北
島
中
央
公
園

水
曜
日

北
島
町
役
場

木
曜
日

保
育
園
隣
接
の
公
園

金
曜
日

松
茂
た
こ
公
園

十
時
か
ら
十
一
時
半
ま
で

※
簡
単
な
登
録
が
必
要
で
す
。

〈
育
児
相
談
〉

育
児
の
面
談
・
相
談

秘
密
厳
守

で
す
。

〈
育
児
講
座
〉

保
育
士
に
よ
る
講
座
で
す
。
第
一

回
は
七
月
三
十
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ

北
島
・
松
茂

地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
み
ど
り
保
育
園
）

�
六
九
九
―
五
〇
七
五

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

パ
ソ
コ
ン

http
://w
w
w
.infoedd

y.ne.jp/m
ido5075/

携

帯

http
://blog.goo.ne.j

p/nobinobim
idori5/

ざ
く
ろ

臥
す
妻
に
四
方
山
話
花
石
榴

仁
木
つ
と
む

校
門
の
葉
柳
風
が
梳
き
に
け
り

藤
岡

紫
乃

木
下
闇
抜
け
天
空
の
吊
橋
へ

松
浦

勝
江

指
圧
師
の
話
う
つ
つ
に
青
田
風

松
岡

乙

田
植
着
の
自
転
車
も
待
つ
赤
信
号

村
田
み
ど
り

ど
う
だ
ん
の
花
の
高
原
登
り
き
る

森

し
げ
る

父
の
日
の
無
口
な
ま
ま
の
父
で
あ
り

山
本

和
子

夏
来
た
る
疎
林
を
透
け
て
穂
高
岳

青
木

拓
郎

山
里
の
群
青
を
呑
む
鯉
幟

阿
部

蒼
空

牡
丹
の
重
た
そ
う
な
る
花
を
撮
る

大
西

通
世

母
訪
へ
ば
黴
の
匂
ひ
も
な
つ
か
し
く

阿
部
久
美
子

麦
の
秋
風
も
て
あ
そ
ぶ
穂
波
か
な

大
久
保
雅
義

松
の
芯
栄
華
を
し
の
ぶ
無
住
寺

川
村
ユ
キ
ヱ

と外
つ
国
に
あ
れ
ど
な
つ
か
し
青
田
風

阿
波

武
彦

宮
堂
に
一
灯
淡
し
青
葉
木
菟

近
藤

与
祢

ク
レ
ヨ
ン
で
目
の
あ
く
紙
の
鯉
幟

滝
上

由
香

う
ぐ
い
す
の
声
に
包
ま
る
一
軒
屋

竹
内

照
恵

峠
茶
屋
筧
に
西
瓜
打
た
せ
あ
り

村
尾

芦
月

た
け
べ
ら

遺
跡
掘
る
竹
箆
に
手
の
汗
伝
ふ

橋
本
ま
さ
よ
し

し
ゃ
が

つ

づ

れ

お

鶴
林
寺
め
ざ
し
て
著
莪
の
九
十
九
折
り

長
尾
寿
美
子

町 報 俳 壇県
下
俳
句
即
吟
大
会
の
ご
案
内

日

時

七
月
六
日
�

九
時
受
付

十
時
開
会

場

所

役
場
六
階

大
広
間

内

容

夏
季
自
在
一
句
御
持
参
、
他
四
題
計
五
回
戦

選

者

十
二
名
、
依
頼
交
渉
中

賞

一
〜
三
位

賞
状

一
〜
五
〇
位

賞
品
以
下
全
員
に
賞

会

費

五
〇
〇
円
。
北
島
町
俳
句
連
盟
会
員
は
一
、
五
〇
〇
円

（
文
化
協
会
費
年
会
費
共
）

昼

食

粗
食
呈

（１８）町報２００８．６
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慶慶

弔弔

（４月分）

お

く

や

み

同
じ
心
情
で
行
動
を桑

原

律

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ににににににににににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううう
差差
別別
ささ
れれ
たた
人人
はは
ここ
うう
叫叫
ぶぶ

「「
同同
情情
なな
んん
てて
いい
らら
なな
いい
」」
とと

「「
同同
情情
」」
のの
本本
来来
のの
意意
味味
はは

同同
じじ
心心
情情
にに
なな
るる
ここ
とと
でで
ああ
るる
はは
ずず
なな
のの
にに

ほほ
んん
とと
うう
にに
同同
じじ
心心
情情
にに
なな
ろろ
うう
とと
はは
しし
なな
いい
でで

うう
わわ
べべ
だだ
けけ
のの
ああ
いい
ささ
つつ
言言
葉葉
でで
気気
軽軽
にに
口口
にに
すす
るる

そそ
んん
なな
「「
同同
情情
」」
はは
いい
らら
なな
いい

そそ
のの
場場
しし
のの
ぎぎ
でで
言言
葉葉
をを
かか
けけ
るる
軽軽
薄薄
ささ

上上
かか
らら
見見
くく
だだ
すす
よよ
うう
にに
言言
うう
優優
越越
感感

自自
分分
にに
はは
関関
係係
なな
いい
かか
らら
とと
思思
うう
他他
人人
事事
意意
識識

自自
分分
のの
差差
別別
心心
をを
おお
おお
いい
隠隠
そそ
うう
とと
すす
るる
ずず
るる
ささ

ほほ
んん
とと
うう
にに
同同
じじ
心心
情情
にに
なな
ろろ
うう
とと
はは
しし
なな
いい
でで

冷冷
やや
やや
かか
にに
はは
きき
だだ
ささ
れれ
るる

そそ
んん
なな
「「
同同
情情
」」
はは
いい
らら
なな
いい

悩悩
みみ
をを
訴訴
ええ
るる
言言
葉葉
にに

じじ
っっ
とと
耳耳
をを
傾傾
けけ

そそ
のの
人人
のの
苦苦
しし
いい
体体
験験
にに
深深
くく
心心
をを
寄寄
せせ
るる
ここ
とと

差差
別別
のの
現現
実実
をを
正正
しし
くく
知知
っっ
てて

そそ
のの
人人
のの
憤憤
りり
にに
共共
感感
すす
るる
ここ
とと

差差
別別
かか
らら
のの
解解
放放
をを
求求
めめ
るる

そそ
のの
人人
のの
切切
実実
なな
願願
いい
をを
受受
けけ
とと
めめ
るる
ここ
とと

そそ
うう
しし
てて
心心
のの
底底
かか
らら
同同
じじ
心心
情情
にに
なな
っっ
てて
ほほ
しし
いい

「「
同同
情情
しし
まま
すす
」」
とと
口口
先先
だだ
けけ
のの
人人
はは

解解
決決
のの
たた
めめ
にに
何何
もも
努努
力力
しし
なな
いい
人人

「「
ここ
んん
なな
差差
別別
はは
許許
ささ
れれ
なな
いい
」」
とと
怒怒
りり

「「
なな
んん
とと
かか
しし
たた
いい
」」
とと
共共
にに
考考
ええ
悩悩
むむ
人人
はは

差差
別別
をを
なな
くく
すす
たた
めめ
にに
努努
力力
しし
よよ
うう
とと
すす
るる
人人

「「
同同
情情
」」
とと
いい
うう
言言
葉葉
がが

本本
来来
のの
意意
味味
でで
用用
いい
らら
れれ
るる
よよ
うう
にに

同同
じじ
心心
情情
でで
行行
動動
すす
るる
人人
にに
なな
っっ
てて
ほほ
しし
いい

〈〈
人人
権権
対対
話話
詩詩
集集
「「
ひひ
とと
すす
じじ
のの
光光

ひひ
とと
すす
じじ
のの
道道
」」

丹丹
桂桂
社社
発発
行行
よよ
りり
〉〉

武

田

光

市

江

尻

大

串

由
紀
子

鯛

浜

古

山

法

明

太
郎
八
須

生

野

亜
須
香

阿
南
市

須

原

幸

一

鯛

浜

林

は
る
か

鳴
門
市

佐

藤

真

也

中

村

鈴

江

輝

実

徳
島
市

三

瀬

正

人

鯛

浜

桑

内

優

子

藍
住
町

西

條

啓

尚

美

ゆ
ず

き

長
女

柚

希

中

村

村

田

真

一

美
奈
子

こ
う
し
ろ
う

長
男

紘
士
朗

中

村

池

田

康

行

絵

美

れ
い

な

長
女

麗

菜

高

房

藤

野

雅

也

智

子

ゆ

め

長
女

夢

姫

中

村

多

田

美
津
雄

美
枝
子

こ
う

き

長
男

航

生

鯛

浜

前

川

高

章

真

紀

は
る

た

長
男

陽

汰

鯛

浜

坂

田

祐

樹

知

世

も
も

み

長
女

桃

美

鯛

浜

�

田

信

昌

一

美

そ
う

た

長
男

颯

汰

中

村

田

村

一

馬

幸

絵

ね

お

長
女

寧

桜

江

尻

嘉

納

豊

ま

り

つ
ば

き

長
男

翼

希

鯛

浜

柳

谷

重

�
（
８６
歳
）
中

村

松

島

ヨ
ネ
コ
（
８３
歳
）
高

房

井

上

ヤ
ヱ
子
（
９４
歳
）
北

村

左

光

逸

美
（
８２
歳
）
中

村

星

山

�

子
（
７７
歳
）
中

村

西

岡

延

子
（
７６
歳
）
中

村

岡

千
惠
子
（
６９
歳
）
鯛

浜

���������������

徳
島
北
警
察
署
広
報

�
六
九
八
―
〇
一
一
〇

『
改
正
道
路
交
通
法
に
つ
い
て
』

六
月
一
日
よ
り
改
正
道
路
交
通
法

が
施
行
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
道
路
交
通
法
で
は
、
運
転

席
及
び
助
手
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
改
正
さ
れ
た
道
路
交
通
法
で
は
、

後
部
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
も
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
の
有
無
が
明
暗
を
分

け
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
の
致
死

率
は
着
用
者
の
十
六
倍
と
い
う
統
計

結
果
が
で
て
い
ま
す
。

昨
年
徳
島
県
内
に
お
い
て
、
自
動

車
乗
車
中
に
交
通
事
故
に
あ
い
、
な

く
な
っ
た
方
は
二
十
九
人
で
す
。

そ
の
う
ち
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
未
着

用
者
が
二
十
人
お
り
、
十
二
人
は
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
れ
ば
助
か
っ

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

後
部
座
席
で
の
未
着
用
は
、
事
故

時
に
前
席
の
人
を
押
し
つ
ぶ
し
、
圧

死
さ
せ
、
又
は
後
頭
部
等
に
ぶ
つ
か

り
、
重
傷
を
負
わ
せ
る
確
率
も
高
く

な
り
ま
す
。

自
分
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
大
切

な
人
を
守
る
た
め
に
も
全
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（１９） 町報２００８．６



北 島 町 財 政 事 情
北島町財政事情書の作成及び公表に関する条例（昭和４４年北島町条例第１０号）第２条第１項の規定に

より財政事情を次のとおり公表します。

平成２０年６月１０日 北島町長 山 田 昌 弘
今回お知らせする財政事情は、平成１９年度下半期の財政運営状況です。町の財政状況についてご理解
をいただき、町政発展のためご協力をお願いいたします。

平成１９年度下半期の予算執行状況
平成１９年度下半期（平成１９年１０月１日から平成２０年３月３１日まで）の一般会計・特別会計の執行状況
は、第１表から第１２表のとおりです。

第２表 一般会計予算の執行状況（歳出）

支 出 率
（B）／（A）

％

９５．７

８３．４

８９．３

８９．５

７８．２

８６．８

４７．８

８９．５

６５．９

９９．５

０．０

０．０

７５．５

※各款現計予算額には予備費充用額及び前年度からの繰越額を含む。

支出済額
（B）

千円

８６，１５９

５９８，６１１

１，３０４，５８６

７２２，０８９

３３，５４５

１６，７１８

２９３，５５３

２８５，９６９

５５３，９７８

６４６，９５８

０

０

４，５４２，１６６

現計予算額
（A）

千円

９０，０７４

７１７，７７５

１，４６１，０６９

８０７，０４７

４２，８７０

１９，２５０

６１４，２１７

３１９，５５８

８４０，４５９

６４９，９９０

４２４，１２７

２６，２９６

６，０１２，７３２

補正額

千円

３５

△１，９１１

△６２，３４６

△１９，９８９

３１

０

△２，３０１

△５，７９０

１６６，６８５

６，１１０

２９６，２６５

△８６５

３７５，９２４

９月補正
後予算額

千円

９０，０３９

７１９，１３１

１，５２３，４１５

８２７，０３６

４２，８３９

１９，２５０

６１６，５１８

３２５，３４８

６７２，９７４

６４３，８８０

１２７，８６２

２８，５１６

５，６３６，８０８

款

１．議 会 費

２．総 務 費

３．民 生 費

４．衛 生 費

６．農林水産業費

７．商 工 費

８．土 木 費

９．消 防 費

１０．教 育 費

１２．公 債 費

１３．諸 支 出 金

１４．予 備 費

合 計

第４表 国民健康保険（事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳出）

支 出 率
（B）／（A）

％

４０．８

８９．５

９１．６

９１．５

９３．１

３２．３

０．０

９９．２

０．０

８６．８

※各款現計予算額には予備費充用額を含む。

支出済額
（B）

千円

１０，０１９

１，０５８，９６７

２５２，１３７

７３，７０４

１７６，７５７

３，２３２

０

１１，６６９

０

１，５８６，４８５

現計予算額
（A）

千円

２４，５８４

１，１８３，０４０

２７５，１３２

８０，５８４

１８９，８１０

１０，０２０

５００

１１，７６２

５１，９４０

１，８２７，３７２

補正額

千円

０

２４，７５０

０

０

△１１，１０５

７２

０

０

△６４５

１３，０７２

９月補正
後予算額

千円

２４，５８４

１，１５８，２９０

２７５，１３２

８０，５８４

２００，９１５

９，９４８

５００

１１，７６２

５２，５８５

１，８１４，３００

款

１．総 務 費

２．保険給付費

３．老人保健拠出金

４．介護納付金

５．共同事業拠出金

６．保健事業費

７．公 債 費

８．諸 支 出 金

９．予 備 費

合 計

第３表 国民健康保険（事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳入）

収 入 率
（B）／（A）

％

１０６．１

１３０．１

８６．８

９３．４

８．２

８８．０

６６．３

１００．０

５７２．０

９１．８

収入済額
（B）

千円

４９５，０６３

２２９

３０６，１３２

４５４，１３９

４，８４９

１１７，５２３

７０，０００

２２２，０８３

７，４８８

１，６７７，５０６

現計予算額
（A）

千円

４６６，５５６

１７６

３５２，５４４

４８６，３５４

５９，１５９

１３３，５７９

１０５，６１３

２２２，０８２

１，３０９

１，８２７，３７２

補正額

千円

０

０

３１０

０

３１０

５，０５７

７，３９５

０

０

１３，０７２

９月補正
後予算額

千円

４６６，５５６

１７６

３５２，２３４

４８６，３５４

５８，８４９

１２８，５２２

９８，２１８

２２２，０８２

１，３０９

１，８１４，３００

款

１．国民健康保険税

２．使用料及び手数料

３．国庫支出金

４．療養給付費等交付金

５．県 支 出 金

７．共同事業交付金

８．繰 入 金

９．繰 越 金

１０．諸 収 入

合 計

第１表 一般会計予算の執行状況（歳入）

収 入 率
（B）／（A）

％

１００．１

６８．２

１０４．５

１２４．３

５２．６

１００．２

９１．６

１００．０

１１４．３

１１３．６

９１．３

９４．２

４３．１

４５．２

７０．０

１３４．８

７３．０

１００．０

６２．８

０．０

８５．７
※各款現計予算額には前年度からの繰越額を含む。

収入済額
（B）

千円

２，８０３，５１０

５１，２５７

１９，８６７

１６，０５７

９，６２１

１８１，３２３

２５，４２７

１６，９０２

５５９，００４

５，６７８

１０７，１６０

７０，５８４

２００，３４３

１４４，８３１

１８，４６１

１，６１７

３３４，１８２

５０１，６２１

８６，１５９

０

５，１５３，６０４

現計予算額
（A）

千円

２，８０１，４５５

７５，２００

１９，００３

１２，９２２

１８，２７６

１８０，９１８

２７，７７１

１６，９０２

４８９，１４３

５，０００

１１７，４１６

７４，９４５

４６４，５６４

３２０，０８３

２６，３５５

１，２００

４５７，６９３

５０１，６２０

１３７，１６６

２６５，１００

６，０１２，７３２

補正額

千円

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

△１２，９４９

４８

４５，１３７

△１２，２５８

９，８２０

０

１２１，１１０

２６２，８３８

７，１７８

△４５，０００

３７５，９２４

９月補正
後予算額

千円

２，８０１，４５５

７５，２００

１９，００３

１２，９２２

１８，２７６

１８０，９１８

２７，７７１

１６，９０２

４８９，１４３

５，０００

１３０，３６５

７４，８９７

４１９，４２７

３３２，３４１

１６，５３５

１，２００

３３６，５８３

２３８，７８２

１２９，９８８

３１０，１００

５，６３６，８０８

款

１．町 税

２．地方譲与税

３．利子割交付金

４．配当割交付金

５．株式等譲渡所得割交付金

６．地方消費税交付金

７．自動車取得税交付金

８．地方特例交付金

９．地方交付税

１０．交通安全対策特別交付金

１１．分担金及び負担金

１２．使用料及び手数料

１３．国庫支出金

１４．県 支 出 金

１５．財 産 収 入

１６．寄 附 金

１７．繰 入 金

１８．繰 越 金

１９．諸 収 入

２０．町 債

合 計

（２０）町報２００８．６



第５表 老人保健特別会計予算の執行状況（歳入）

収 入 率
（B）／（A）

％

９２．６

９１．６

９６．０

９９．２

０．０

２７，９６６．７

９３．２

収入済額
（B）

千円

７７１，８１５

４７７，８９６

１２１，３８４

１２６，５００

０

１，６７８

１，４９９，２７３

現計予算額
（A）

千円

８３３，１３７

５２１，６７７

１２６，５０１

１２７，５３２

１

６

１，６０８，８５４

補正額

千円

３，７５０

５６７

１４２

１，１７２

０

０

５，６３１

９月補正
後予算額

千円

８２９，３８７

５２１，１１０

１２６，３５９

１２６，３６０

１

６

１，６０３，２２３

款

１．支払基金交付金

２．国庫支出金

３．県 支 出 金

４．繰 入 金

５．繰 越 金

６．諸 収 入

合 計

第６表 老人保健特別会計予算の執行状況（歳出）

支 出 率
（B）／（A）

％

９０．２

１００．０

０．０

１００．０

８９．９

支出済額
（B）

千円

１，４３４，６７１

６，５２１

０

５，０９４

１，４４６，２８６

現計予算額
（A）

千円

１，５９０，２００

６，５２３

７，０３６

５，０９５

１，６０８，８５４

補正額

千円

４，６００

０

１，０３１

０

５，６３１

９月補正
後予算額

千円

１，５８５，６００

６，５２３

６，００５

５，０９５

１，６０３，２２３

款

１．医 療 諸 費

２．諸 支 出 金

３．予 備 費

４．前年度繰上充用金

合 計

第７表 介護保険（保険事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳入）

収 入 率
（B）／（A）

％

１０２．７

５６．７

１２５．０

９９．４

９０．８

９５．２

１００．０

１００．０

０．０

５，４６２．５

９７．２

※各款現計予算額には前年度からの繰越額を含む。

収入済額
（B）

千円

２５２，０７９

４，６５２

２５

２３３，３５１

２９３，８６２

１４９，８１９

１５３，４５６

１２０，６１７

０

４３７

１，２０８，２９８

現計予算額
（A）

千円

２４５，４０１

８，２０８

２０

２３４，８２２

３２３，５６８

１５７，４４２

１５３，４５７

１２０，６１７

１

８

１，２４３，５４４

補正額

千円

０

０

０

△４２，８９６

△５８，９００

△２７，２４９

△２３，７４９

０

０

０

△１５２，７９４

９月補正
後予算額

千円

２４５，４０１

８，２０８

２０

２７７，７１８

３８２，４６８

１８４，６９１

１７７，２０６

１２０，６１７

１

８

１，３９６，３３８

款

１．保 険 料

２．分担金及び負担金

３．使用料及び手数料

４．国庫支出金

５．支払基金交付金

６．県 支 出 金

７．繰 入 金

８．繰 越 金

９．町 債

１０．諸 収 入

合 計

第９表 介護保険（サービス事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳入）

収 入 率
（B）／（A）

％

７９．７

０．０

７２．７

収入済額
（B）

千円

７，２６５

０

７，２６５

現計予算額
（A）

千円

９，１２０

８７３

９，９９３

補正額

千円

０

０

０

９月補正
後予算額

千円

９，１２０

８７３

９，９９３

款

１．サービス収入

２．繰 越 金

合 計

第１１表 特別会計公共下水道事業予算の執行状況（歳入）

収 入 率
（B）／（A）

％

３７．５

１００．０

１００．０

１０７．９

０．０

３１．１

※各款現計予算額には前年度からの繰越額を含む。

収入済額
（B）

千円

２５，５００

４９，１４７

１８，３９９

１０，７７３

０

１０３，８１９

現計予算額
（A）

千円

６８，０００

４９，１４７

１８，３９９

９，９８８

１８７，８００

３３３，３３４

補正額

千円

０

０

１１，５９４

△１４

△８００

１０，７８０

９月補正
後予算額

千円

６８，０００

４９，１４７

６，８０５

１０，００２

１８８，６００

３２２，５５４

款

１．国庫支出金

１０．繰 入 金

１５．繰 越 金

２０．諸 収 入

３０．町 債

合 計

第８表 介護保険（保険事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳出）

支 出 率
（B）／（A）

％

７１．１

８６．６

９８．５

０．０

６４．５

０．０

９８．４

０．０

８２．３

※各款現計予算額には予備費充用額及び前年度からの繰越額を含む。

支出済額
（B）

千円

２２，９６５

８８８，０１８

１，２２４

０

１９，２１９

０

９１，６４７

０

１，０２３，０７３

現計予算額
（A）

千円

３２，３１９

１，０２５，５６４

１，２４３

１

２９，８０５

３２９

９３，１００

６１，１８３

１，２４３，５４４

補正額

千円

３２０

△１９０，０００

０

０

３０

０

０

３６，８５６

△１５２，７９４

９月補正
後予算額

千円

３１，０７２

１，２１５，５６４

１，２４３

１

２９，７７５

３２９

９３，１００

２５，２５４

１，３９６，３３８

款

１．総 務 費

２．保険給付費

３．財政安定化基金拠出金

４．基金積立金

５．地域支援事業費

６．公 債 費

７．諸 支 出 金

８．予 備 費

合 計

第１０表 介護保険（サービス事業勘定）特別会計予算の執行状況（歳出）

支 出 率
（B）／（A）

％

６７．３

０．０

６１．４
※各款現計予算額には予備費充用額を含む。

支出済額
（B）

千円

６，１３４

０

６，１３４

現計予算額
（A）

千円

９，１１９

８７４

９，９９３

補正額

千円

０

０

０

９月補正
後予算額

千円

９，１１９

８７４

９，９９３

款

１．事 業 費

２．予 備 費

合 計

第１２表 特別会計公共下水道事業予算の執行状況（歳出）

支 出 率
（B）／（A）

％

９９．９

１８．４

１００．０

０．０

０．０

２７．１

※各款現計予算額には前年度からの繰越額を含む。

支出済額
（B）

千円

１３，５３７

５１，１８７

２５，５６５

０

０

９０，２８９

現計予算額
（A）

千円

１３，５５７

２７７，４９１

２５，５６６

１６，２２０

５００

３３３，３３４

補正額

千円

４４

０

４，５１６

６，２２０

０

１０，７８０

９月補正
後予算額

千円

１３，５１３

２７７，４９１

２１，０５０

１０，０００

５００

３２２，５５４

款

１．総 務 費

５．建 設 費

１０．公 債 費

１１．諸 支 出 金

１５．予 備 費

合 計

（２１） 町報２００８．６



町有財産の現在高町債及び一時借入金の現在高
平成２０年３月３１日における町有財産の現在高は次のと
おりです。

平成１９年度中の町債の増減及び平成１８年度末における
現在高の状況は、第１３表のとおりです。なお、平成２０年
３月３１日現在の一時借入金の借入はありません。

高
速
道
路
予
定
地
の
整
地
が
始
り
、
民
家
の
解
体
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

資
料
収
集
に
ご
協
力
を

今
年
度
、
文
化
祭
で
の
文
化

財
企
画
展
示
に
「
教
育
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
写
真
・
資
料
展
示

を
行
な
う
予
定
で
す
。
こ
の
展

示
の
た
め
に
、
学
校
で
の
授
業

風
景
や
運
動
会
等
の
写
真
・
卒

業
ア
ル
バ
ム
及
び
教
科
書
等
の

学
用
品
を
集
め
て
い
ま
す
の
で
、

お
貸
し
頂
け
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

北
島
町
教
育
委
員
会

�
六
九
八
―
九
八
一
二

第１３表 町債の状況

�一般会計

平成１９年度末見込額
（A）＋（B）－（C）

千円

２，２００，６０４

４７，８７２

２５７，２４１

１１，５２５

２，５９８，７６１

０

６０，１１９

５，１７６，１２２

平成１９年度中増減額

償還額（C）

千円

１０６，８６６

１１，３５５

５３，８８９

３，７２０

３５５，３７３

４，９６６

１９，８９１

５５６，０６０

起債額（B）

千円

２２０，０００

１０，６００

２３０，６００

平成１８年度末
現在高（A）

千円

２，０８７，４７０

５９，２２７

３１１，１３０

１５，２４５

２，９４３，５３４

４，９６６

８０，０１０

５，５０１，５８２

区 分

� 総 務

� 民 生

� 衛 生

� 産 経

� 土 木

� 消 防

	 教 育

合 計

〔土地及び建物〕

�行政財産

建 物（延面積）

合 計



２，６４７．１８

５０６．５２

２５，４８６．７０

３０，２７４．７５

５８，９１５．１５

非木造



２，６４７．１８

５０６．５２

２５，４８６．７０

２７，５９８．９２

５６，２３９．３２

木 造




２，６７５．８３

２，６７５．８３

土 地
（地 積）



６，１２６．１２

６８，１０６．５２

６９，２６４．６９

４０，３６４．２４

３，８９６．２５

１８７，７５７．８２

区 分

本 庁 舎

警察（消防）施設

学 校

公 園

その他の施設

墓 地

合 計

�普通財産
建 物（延面積）

合 計




１０６．００

１０６．００

非木造




木 造




１０６．００

１０６．００

土 地
（地 積）



３，１９９．４９

２２７．００

１５４．４４

３，５８０．９３

区 分

宅 地

原 野

そ の 他

合 計

〔基 金〕

�土地開発基金

平成２０年３月３１日現在
現 在 高



１０，４８４．１４

円
３９６，３８６，４６８

区 分

宅 地

現 金

�国民健康保険財政調整基金

平成２０年３月３１日現在
現 在 高

円
１８０，０００，０００

区 分

現 金

�その他の現金

平成２０年３月３１日現在
現 在 高

円
２０６，９２５，０００

８９０，５９８，０００

２３，８１６，０００

２０４，７４８，０００

５，４３４，０００

２１，０２７，０００

２１，５１２，０００

２２，１５２，０００

３６，４５０，０００

３，２０２，０００

６０，６８８，０００

１，９４３，０９０

１，４９８，４９５，０９０

区 分

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

公営住宅建設基金

地 域 福 祉 基 金

教 育 振 興 基 金

災 害 対 策 基 金

国 際 交 流 基 金

労働者福祉施設
改 装 整 備 基 金

公共下水道事業減債基金

住民活動推進基金

北島町公共施設等整備基金

高額療養費貸付基金

合 計

（２２）町報２００８．６



わ
く
わ
く
・
リ
サ
イ
ク
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
七
月
十
三
日
�
十
時
〜

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
い
合
わ
せ
▼
島
浦
（
�
〇
九
〇
・

七
一
四
八
・
四
三
三
九
）

映
画
「
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
を

知
っ
て
い
ま
す
か
」

日
時
▼
六
月
十
五
日
�
二
回
上
映

①
十
時
半
〜

②
十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
小
学
生
以
下
無
料
、
中
高

生
五
百
円
、
一
般
一
千
二
百
円
、

ペ
ア
ー
二
千
円
（
前
売
当
日
共
）

作
品
▼
「
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
を
知
っ
て

い
ま
す
か
」（
監
督‖

中
山
節
夫
）

第
十
四
回
徳
島
十
四
人
の
フ
ル
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
音
の
贈
り
物

日
時
▼
六
月
二
十
九
日
�
十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
一
千
円
（
前
売
当
日
共
）

出
演
▼
塩
田
悦
子
、安
宅
恵
美
子
、香

川
雅
代
、鈴
江
早
都
子
、長
尾
美
咲
、

高
見
宴
代
、住
友
美
鈴
、増
田
聖
美
、

飯
田
緑
、島
本
佳
代
、朝
山
奈
保
子
、

板
東
久
美
、久
保
由
美
、笹
川
幸
美

主
催
▼
音
の
贈
り
物
実
行
委
員
会

（
香
川
�
〇
八
八
・
六
五
二
・
七

六
一
〇
）

ア

ン

ナ

・

コ

ッ

ホ

ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

日
時
▼
六
月
二
十
二
日
�
十
七
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
／
一
般
二
千
円
、
学

生
一
千
五
百
円（
当
日
各
五
百
円
増
）

出
演
▼
ア
ン
ナ
・
コ
ッ
ホ

演
奏
予
定
曲
目
▼「
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
」

（
ロ
ド
リ
ー
ゴ
）、「
フ
ァ
ン
シ
ー
」

（
ダ
ウ
ラ
ン
ド
）、「
デ
ィ
エ
ン
ト
」

（
オ
ア
ナ
）
ほ
か

主
催
▼
徳
島
ギ
タ
ー
協
会
（
川
竹
�

〇
八
八
・
六
三
一
・
七
八
九
三
）

■
ド
イ
ツ
の
実
力
派
女
性
ギ
タ
リ
ス

ト
、
ア
ン
ナ
・
コ
ッ
ホ
女
史
が
北
島

町
に
降
臨
。
彼
女
は
一
九
八
二
年
、

ド
イ
ツ
・
マ
イ
ン
ツ
に
生
ま
れ
、
ギ

タ
リ
ス
ト
の
父
に
九
歳
か
ら
ギ
タ
ー

を
学
ん
だ
。
現
在
、
国
内
は
も
と
よ

り
、
欧
州
各
地
で
活
躍
し
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
に
も
出
演
。
ド
イ
ツ
版
村
治

佳
織
の
よ
う
な
存
在
。
「
ド
イ
ツ
の

妖
精
」
呼
ぶ
人
も
い
る
。

お
は
な
し
ワ
ン
ワ
ン
く
ら
ぶ

■
毎
週
日
曜
日
十
四
時
か
ら
、
図
書

館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
い
お

は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第

三
日
曜
日
に
は
手
話
が
つ
き
ま
す
。

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

テ
ィ
ム
・
レ
イ
ク
◎
日
本
ツ
ア
ー

日
時
▼
七
月
十
二
日
�
十
五
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
カ
ン
パ
制
（
千
円
程
度
）

出
演
▼
テ
ィ
ム
・
レ
イ
ク
、
サ
ー
テ

ィ
・
グ
ラ
ス
・
ボ
ー
イ
ズ

演
奏
予
定
曲
目
▼
「
ロ
ク
ダ
ン
・
ブ

レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
」

ほ
か

主
催
▼
サ
ー
テ
ィ
・

グ
ラ
ス
・
ボ
ー
イ

ズ
（
島
田
�
〇
九

〇
・
一
一
七
五
・

〇
〇
一
九
）

■
テ
ィ
ム
・
レ
イ
ク

氏
は
、
米
国
の
一
流

バ
ン
ジ
ョ
ー
奏
者
・

歌
手
。
夫
人
が
石
井

町
出
身
で
徳
島
と
縁

が
深
い
。
徳
島
の
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
・

バ
ン
ド
《
サ
ー
テ
ィ
・
グ
ラ
ス
・
ボ

ー
イ
ズ
》
が
バ
ッ
ク
を
つ
と
め
る
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
み
や
に
し
た
つ
や
『
ふ
し
ぎ
な
キ

ャ
ン
デ
ィ
ー
や
さ
ん
』
金
の
星
社

●
吉
野
万
理
子
文
、
宮
尾
和
孝
絵

『
チ
ー
ム
ふ
た
り
』
学
習
研
究
社

●
マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー
パ
ー
ゴ
『
兵
士

ピ
ー
ス
フ
ル
』
理
論
社

●
長
谷
川
義
史
『
ぼ
く
が
ラ
ー
メ
ン

た
べ
て
る
と
き
』
教
育
画
劇

●
な
り
か
わ
ゆ
か
こ
作
、
垂
石
眞
子

絵
『
か
わ
い
い
こ
ね
こ
を
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
』
ポ
プ
ラ
社

●
木
村
セ
ツ
子
作
、
相
沢
る
つ
子
絵

『
３
年
２
組
は
牛
を
飼
い
ま
す
』
文

研
出
版

●
藤
井
誠
二
『
「
悪
い
こ
と
」
し
た

ら
、
ど
う
な
る
の
？
』
理
論
社

《
一

般

書
》

●
横
田
信
行
『
赦（
ゆ
る
）し

長
崎

市
長
本
島
等
伝
』
に
ん
げ
ん
出
版

●
逢
坂
剛『
鎖（
と
ざ
）さ
れ
た
海
峡
』

講
談
社

●
高
杉
良
『
金
融
腐
食
列
島
完
結
編

消
失
③
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

●
有
川
浩
『
別
冊
図
書
館
戦
争
Ⅰ
』

ア
ス
キ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス

●
小
松
左
京
『
小
松
左
京
自
伝
』
日

本
経
済
新
聞
出
版
社

●
植
松
三
十
里
『
お
龍
』
新
人
物
往

来
社

●
舘
野
泉『
左
手
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
』

佼
成
出
版
社

■
事
務
室
に
ご
用
の
あ
る
方
は
西
側

通
用
口
に
お
ま
わ
り
下
さ
い
。

▲シンボルマーク

図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

�
ド
イ
ツ
の
妖
精
、
ア
ン
ナ
・
コ
ッ
ホ
さ
ん

▲ティム・レイク＆サーティ・グラス・ボ
ーイズ。中央、黒のTシャツがティム氏。

図 書 館 の 休 館 日
７月

７日�
１４日�
１７日（第３木・館内整理日）
２１日（月・祝）
２２日（火・振替休）
２８日�

６月

２日�
９日�
１６日�～２６日�まで
（蔵書点検のため、特
別休館）
３０日�

（２３） 町報２００８．６



新喜来 片岡 和子「飛びたつ飛行船」町報フォトグラフィ
世界に三台だけの巨大飛行船（全長７６�）「ツェッペリン号」が徳島
の海岸線を北から南へとハイビジョンの美しい映像で綴る撮影のため
に徳島にやって来た。５月１２日の朝、レーヨンの跡地から飛びたつこ
とを聞き写しに行った。間近で見る巨体にびっくり、感激した。

キャノンEOS KISS、シャッター
オート、絞り値F８

撮影
データ

スス
ーー
パパ
ーー
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
iinn
旧旧
吉吉
野野
川川

22
00
00
88

参参
加加
者者
募募
集集
��

【
日

時
】

平
成
２０
年
８
月
１０
日
�

午
前
８
時
〜
午
後
１
時
ま
で

参
加
申
込
人
数
、
当
日
の
天
候
に

よ
り
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
場

所
】

百
石
須
河
川
敷
に
て
開
催
予
定
で

す
。

【
内

容
】

◎
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り

バ
ス
ボ
ー
ト
に
プ
ロ
と
同
乗
し
て

２
時
間
程
度
旧
吉
野
川
付
近
で
の

バ
ス
釣
り
体
験
が
で
き
ま
す
。

竿
な
ど
の
貸
出
も
い
た
し
ま
す
の

で
、
未
経
験
者
で
も
体
験
で
き
ま

す
。

◎
プ
ロ
ウ
エ
イ
ク
ボ
ー
ダ
ー
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
観
覧
と
河
川

遊
覧

プ
ロ
の
ウ
エ
イ
ク
ボ
ー
ダ
ー
が
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
せ
ま

す
。

ま
た
普
段
見
る
こ
と
の
な
い
川
か

ら
の
景
色
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
レ
ガ
ッ
タ

三
洋
電
機
ボ
ー
ト
部
の
指
導
に
よ

る
体
験
が
で
き
ま
す
。
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。

【
参
加
対
象
者
】

◎
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
体
験

町
内
小
学
生
・
中
学
生
及
び
高
校

生※
小
学
校
低
学
年
の
児
童
は
、
バ

ス
ボ
ー
ト
に
保
護
者
の
同
乗
が

必
要
で
す
。

◎
プ
ロ
ウ
エ
イ
ク
ボ
ー
ダ
ー
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
観
覧
と
河
川

遊
覧

※
保
護
者
の
同
乗
が
必
要
で
す
。

◎
レ
ガ
ッ
タ

町
内
小
学
校
３
年
生
以
上

【
参
加
申
込
】

北
島
町
内
小
・
中
学
校
、
北
島
町

役
場
民
生
児
童
課
に
て
申
込
用
紙

を
配
布
い
た
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

平
成
２０
年
７
月
１
日
�
か
ら
、
平

成
２０
年
７
月
１８
日
�
ま
で
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
北
島
町
役
場

２
階
民
生
児
童
課
ま
で
ご
提
出
下

さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
、
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承

下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

北
島
町
役
場

民
生
児
童
課

（
�
６
９
８
・
９
８
０
２
）
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